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小松だんじり統一寄せの後に

小松橋に並ぶ写真

（10 月 16 日撮影予定）

第７回西条獅子舞フェスティバルの様子
　　　　　　　　（関連記事26ページ）
第７回西条獅子舞フェスティバルの様子
　　　　　　　　（関連記事26ページ）

財政健全化判断比率等の状況etc財政健全化判断比率等の状況etc
平成24年度西条市上半期財政状況平成24年度西条市上半期財政状況

湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう開催報告湧水保全フォーラム全国大会 in さいじょう開催報告
岡田副総理「西条農業革新都市」視察
フェリー輸送の競争力強化に関する検討会、ぽっぽ橋開通
岡田副総理「西条農業革新都市」視察
フェリー輸送の競争力強化に関する検討会、ぽっぽ橋開通

保育所入所の申し込みを受け付けます保育所入所の申し込みを受け付けます

中小機構業務提携記念セミナーetc
市内２団体が野菜ソムリエサミットで栄冠etc
中小機構業務提携記念セミナーetc
市内２団体が野菜ソムリエサミットで栄冠etc

スノーカーニバル in 石鎚スノーカーニバル in 石鎚
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市税

科目
予算額（予算構成比）

■：予算額
■：収入済額（収入率）

■：予算額
■：支出済額（執行率）

一般会計　福祉や土木、教
　育、消防など市の基本的
　な仕事をする会計
民生費　高齢者、障害者、
　児童の福祉や医療助成な
　ど安定した社会生活を保
　障するために使うお金
総務費　市庁舎の維持管理
　や戸籍、徴税、選挙、監
　査事務などに使うお金
土木費　道路や河川、公園、
　市営住宅などの整備や維
　持管理に使うお金
公債費　借入金の返済に使
　うお金
教育費　幼稚園、小・中学
　校の整備、社会教育、保
　健体育など教育全般に使
　うお金
衛生費　予防接種などの保
　健事業やごみの収集・処
　理など衛生的な生活環境
　を保つために使うお金

市税　市民税や固定資産
　税など市民の皆さんに
　納めていただく税金
地方交付税　市の財政状
　況に応じて国から交付
　されるお金
国庫支出金・県支出金
　特定の事業を行うため
　に国や県から交付され
　る負担金や補助金など
市債　特定の事業を行う
　ために国などから借り
　るお金
特別会計　特定の仕事を
　する場合に、一般会計
　とは別に経理する会計
企業会計　企業経営とい
　う観点から独立して経
　理する会計（西条市で
　は、水道事業会計と病
　院事業会計が該当しま
　す）

科目
予算額（予算構成比）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

その他

支出済額合計：142億9,518万円（執行率：31.3％）収入済額合計：222億8,082万円（収入率：48.8％）

■：57億7,491万円（70.4％）

■：104億6,739万円（68.2％）

■：17億6,730万円（30.1％）

■：0万円（0％）

■：２億4,379万円（7.6％）

■：0万円（0％）

■：24億5,196万円（162.1％）

■：２億2,107万円（18.7％）

■：13億5,440万円（46.3％）

■：54億3,831万円（35.5％）

■：15億7,467万円（25.3％）

■：10億2,139万円（17.9％）

■：14億5,592万円（38.8％）

■：16億767万円（33.3％）

■：11億4,457万円（36.3％） 

■：３億8,327万円（18.4％）

■：５億4,090万円（32.5％）

■：11億2,848万円（39.1％）

153億5,504万円（33.6％）

81億9,851万円（18.0％）

58億7,484万円（12.9％）

54億4,310万円（11.9％）

32億2,190万円 （7.1％）

19億3,400万円 （4.2％）

15億1,252万円 （3.3％）

11億8,077万円 （2.6％）

29億2,805万円 （6.4％）

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

農林水産業費

商工費

その他

153億2,908万円（33.6％）

62億3,379万円（13.7％）

57億2,060万円（12.5％）

48億2,533万円（10.6％）

37億5,651万円 （8.2％）

31億4,900万円 （6.9％）

20億8,333万円 （4.6％）

16億6,554万円 （3.6％）

28億8,555万円 （6.3％）

▼平成24年度の主な事業

▲休日夜間急患センター整備事業 ▲コミュニティ施設整備事業（新市集会所） ▲丹原地区市街地基盤整備事業　　 ▲小中学校校舎等耐震改修事業（小松小学校）

会計名 収入率 支出済額 執行率収入済額予算額
国民健康保険 34.8％ 59億　834万円 42.4％48億4,803万円139億4,851万円

収益

▼市有財産 ▼市債現在高　
会計区分 現在高

一般会計 ① 401億3,736万円
簡易水道事業 7億1,548万円
公共下水道事業 220億1,610万円
小規模下水道事業 8,974万円
ひうち地域振興整備事業 6億2,704万円
小松地域交流事業 2億　962万円
本谷温泉事業 836万円
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

603万円
特別会計　計

企業会計　計

236億7,237万円
76億3,700万円
25億　143万円
101億3,843万円

合計　①＋②＋③ 739億4,816万円

土　地 29,282,265平方メートル
建　物 531,305平方メートル
基　金 116億7,584万円
有価証券 1,924万円
出資金 2億2,599万円
債　権 5億6,144万円

人　口：114,734人　　 世帯数：49,456世帯

面　積：509.07平方キロメートル

　　　　　　　　　　　　　　平成24年９月30日現在

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係　℡0897－52－1271

当期純利益費用
3億6,741万円 569万円3億6,172万円

収益 当期純利益費用
1億5,533万円 9,457万円6,076万円

介護保険 39.8％ 40億2,759万円 43.2％37億　950万円93億2,347万円

簡易水道事業 20.9％ 5,246万円 33.8％3,245万円1億5,516万円
公共下水道事業 5.2％ 9億3,864万円 24.0％2億　142万円39億　525万円
小規模下水道事業 13.9％ 2,328万円 30.3％1,073万円7,696万円
港湾上屋事業 42.3％ 94万円 17.0％236万円557万円
ひうち地域振興整備事業 17.4％ 6,242万円 37.2％2,916万円1億6,767万円
土地開発事業 0.0％ 0万円 0.0％0万円267万円
小松地域交流事業 15.6％ 6,616万円 29.1％3,547万円2億2,749万円
本谷温泉事業 2.1％ 1,545万円 48.4％65万円3,196万円
住宅新築資金等貸付事業 41.4％ 1万円 0.1％181万円437万円
畑地かん水事業 49.1％ 1,137万円 41.7％1,340万円2,730万円
庄内財産区 12.1％ 40万円 13.4％36万円296万円
壬生川財産区 83.5％ 38万円 11.9％270万円324万円
後期高齢者医療保険 31.3％ 4億5,020万円 33.4％4億2,208万円13億4,844万円

合計 31.9％ 115億5,764万円 39.5％93億1,012万円292億3,102万円

　介護保険事業勘定 38.7％ 40億　561万円 43.2％35億8,454万円92億6,687万円
　介護サービス事業勘定 220.8％ 2,198万円 38.8％1億2,496万円5,660万円

　市では、皆さんに市の財政状況を知っていただくため、年に２回、
各会計の執行状況などを公表しています。今回は、平成24年度上半期
（４月１日～９月30日）の財政状況についてお知らせします。

特別
会計
②

企業
会計
③
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市税

科目
予算額（予算構成比）

■：予算額
■：収入済額（収入率）

■：予算額
■：支出済額（執行率）

一般会計　福祉や土木、教
　育、消防など市の基本的
　な仕事をする会計
民生費　高齢者、障害者、
　児童の福祉や医療助成な
　ど安定した社会生活を保
　障するために使うお金
総務費　市庁舎の維持管理
　や戸籍、徴税、選挙、監
　査事務などに使うお金
土木費　道路や河川、公園、
　市営住宅などの整備や維
　持管理に使うお金
公債費　借入金の返済に使
　うお金
教育費　幼稚園、小・中学
　校の整備、社会教育、保
　健体育など教育全般に使
　うお金
衛生費　予防接種などの保
　健事業やごみの収集・処
　理など衛生的な生活環境
　を保つために使うお金

市税　市民税や固定資産
　税など市民の皆さんに
　納めていただく税金
地方交付税　市の財政状
　況に応じて国から交付
　されるお金
国庫支出金・県支出金
　特定の事業を行うため
　に国や県から交付され
　る負担金や補助金など
市債　特定の事業を行う
　ために国などから借り
　るお金
特別会計　特定の仕事を
　する場合に、一般会計
　とは別に経理する会計
企業会計　企業経営とい
　う観点から独立して経
　理する会計（西条市で
　は、水道事業会計と病
　院事業会計が該当しま
　す）

科目
予算額（予算構成比）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

その他

支出済額合計：142億9,518万円（執行率：31.3％）収入済額合計：222億8,082万円（収入率：48.8％）

■：57億7,491万円（70.4％）

■：104億6,739万円（68.2％）

■：17億6,730万円（30.1％）

■：0万円（0％）

■：２億4,379万円（7.6％）

■：0万円（0％）

■：24億5,196万円（162.1％）

■：２億2,107万円（18.7％）

■：13億5,440万円（46.3％）

■：54億3,831万円（35.5％）

■：15億7,467万円（25.3％）

■：10億2,139万円（17.9％）

■：14億5,592万円（38.8％）

■：16億767万円（33.3％）

■：11億4,457万円（36.3％） 

■：３億8,327万円（18.4％）

■：５億4,090万円（32.5％）

■：11億2,848万円（39.1％）

153億5,504万円（33.6％）

81億9,851万円（18.0％）

58億7,484万円（12.9％）

54億4,310万円（11.9％）

32億2,190万円 （7.1％）

19億3,400万円 （4.2％）

15億1,252万円 （3.3％）

11億8,077万円 （2.6％）

29億2,805万円 （6.4％）

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

農林水産業費

商工費

その他

153億2,908万円（33.6％）

62億3,379万円（13.7％）

57億2,060万円（12.5％）

48億2,533万円（10.6％）

37億5,651万円 （8.2％）

31億4,900万円 （6.9％）

20億8,333万円 （4.6％）

16億6,554万円 （3.6％）

28億8,555万円 （6.3％）

▼平成24年度の主な事業

▲休日夜間急患センター整備事業 ▲コミュニティ施設整備事業（新市集会所） ▲丹原地区市街地基盤整備事業　　 ▲小中学校校舎等耐震改修事業（小松小学校）

会計名 収入率 支出済額 執行率収入済額予算額
国民健康保険 34.8％ 59億　834万円 42.4％48億4,803万円139億4,851万円

収益

▼市有財産 ▼市債現在高　
会計区分 現在高

一般会計 ① 401億3,736万円
簡易水道事業 7億1,548万円
公共下水道事業 220億1,610万円
小規模下水道事業 8,974万円
ひうち地域振興整備事業 6億2,704万円
小松地域交流事業 2億　962万円
本谷温泉事業 836万円
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

603万円
特別会計　計

企業会計　計

236億7,237万円
76億3,700万円
25億　143万円
101億3,843万円

合計　①＋②＋③ 739億4,816万円

土　地 29,282,265平方メートル
建　物 531,305平方メートル
基　金 116億7,584万円
有価証券 1,924万円
出資金 2億2,599万円
債　権 5億6,144万円

人　口：114,734人　　 世帯数：49,456世帯

面　積：509.07平方キロメートル

　　　　　　　　　　　　　　平成24年９月30日現在

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係　℡0897－52－1271

当期純利益費用
3億6,741万円 569万円3億6,172万円

収益 当期純利益費用
1億5,533万円 9,457万円6,076万円

介護保険 39.8％ 40億2,759万円 43.2％37億　950万円93億2,347万円

簡易水道事業 20.9％ 5,246万円 33.8％3,245万円1億5,516万円
公共下水道事業 5.2％ 9億3,864万円 24.0％2億　142万円39億　525万円
小規模下水道事業 13.9％ 2,328万円 30.3％1,073万円7,696万円
港湾上屋事業 42.3％ 94万円 17.0％236万円557万円
ひうち地域振興整備事業 17.4％ 6,242万円 37.2％2,916万円1億6,767万円
土地開発事業 0.0％ 0万円 0.0％0万円267万円
小松地域交流事業 15.6％ 6,616万円 29.1％3,547万円2億2,749万円
本谷温泉事業 2.1％ 1,545万円 48.4％65万円3,196万円
住宅新築資金等貸付事業 41.4％ 1万円 0.1％181万円437万円
畑地かん水事業 49.1％ 1,137万円 41.7％1,340万円2,730万円
庄内財産区 12.1％ 40万円 13.4％36万円296万円
壬生川財産区 83.5％ 38万円 11.9％270万円324万円
後期高齢者医療保険 31.3％ 4億5,020万円 33.4％4億2,208万円13億4,844万円

合計 31.9％ 115億5,764万円 39.5％93億1,012万円292億3,102万円

　介護保険事業勘定 38.7％ 40億　561万円 43.2％35億8,454万円92億6,687万円
　介護サービス事業勘定 220.8％ 2,198万円 38.8％1億2,496万円5,660万円

　市では、皆さんに市の財政状況を知っていただくため、年に２回、
各会計の執行状況などを公表しています。今回は、平成24年度上半期
（４月１日～９月30日）の財政状況についてお知らせします。
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■
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審
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佳
作

●
小
学
校
の
部

　

戸
田
陽
菜　

（
神
拝
小
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年
）

●
中
学
校
の
部

　

黒
川
あ
ゆ
み
（
西
条
南
中
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年
）

■
市
審
査
入
賞

●
小
学
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の
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（
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小
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）
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野
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（
神
拝
小
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姫
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（
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拝
小
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）
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）
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）
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）

●
中
学
校
の
部

　

近
藤
歩
美　

（
西
条
南
中
１
年
）
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中
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）
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（
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中
１
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）
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（
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原
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中
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年
）
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（
西
条
東
中
２
年
）
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（
西
条
南
中
２
年
）

　

髙
橋　

舞　

（
西
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中
２
年
）
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井
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（
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中
２
年
）

　

今
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加　

（
丹
原
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中
３
年
）

●
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今
井
さ
ち
こ

　
　
　
　
　

（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

田
坂
彩
葉
（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

中
平
祥
子
（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

藤
田
瑞
穂
（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

弓
山
椎
菜
（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

渡
部
香
織
（
西
条
農
業
高
３
年
）

　

平
成
24
年
度
の
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
都
道

府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
等
が
主
催
）
」
に
は
、
市
内
小
・
中
・

高
校
か
ら
１
８
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
ど
の
ポ
ス
タ
ー
も
明
る
い
選
挙

を
呼
び
か
け
る
印
象
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
、
平
成
23

年
度
決
算
に
お
け
る
西
条
市
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
各
比
率
を
左
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全
化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

基
準
値
を
上
回
る
と
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
改
善
措
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
比
率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

と
も
市
で
は
、
こ
れ
ら
比
率
の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
財
政
課　

財
政
第
３
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
７
２

１．財政健全化判断比率

２．公営企業における資金不足比率

⑤公営企業に
　おける資金
　不足比率

公営企業におけ
る資金不足は、
無し

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

小規模下水道事業特別会計

港湾上屋事業特別会計

小松地域交流事業特別会計

本谷温泉事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計

比　　率 会計区分 西条市比率

（単位：％）

経営健全化基準

２０.０以上

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

比　　率 西条市比率

１２.９

７３.７

（単位：％）

早期健全化基準 財政再生基準

１１.９６以上 ２０.００以上

１６.９６以上

２５.０以上

３５０.０以上

３０.００以上

３５.０以上

※①「実質赤字比率」と②「連結実質赤字比率」は、黒字決算であれば「―」で表示されます。

財政健全化判断比率
公営企業における資金不足比率の状況

平成23年度

決算



　

石
鎚
山
系
か
ら
の
伏
流
水
が
自
噴
す
る
西
条
市
の
湧
水
（
名
水
百
選

「
う
ち
ぬ
き
」
・
昭
和
60
年
環
境
省
選
定
）
は
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
命
の
水
で
あ
り
、
心
安
ら
ぐ
ま
ち
の
象
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
湧
水
と
市
民
生
活
が
共
存
し
て
い
る
西
条
市
の
取
り
組
み

を
全
国
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
湧
水
保
全
活
動
に
学
び
当

市
の
湧
水
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
今
、
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
る
「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
さ
い
じ
ょ
う
～
こ
れ
ま

で
も
水
、
こ
れ
か
ら
も
水
～
」
を
、
秋
篠
宮
さ
ま
の
ご
臨
席
の
も
と
、

去
る
10
月
12
日
に
関
係
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
５
０
人
の
参
加

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

■
基
調
講
演
・
調
査
報
告

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
の
秋
道
智
彌

名
誉
教
授
に
「
湧
水
が
む
す
ぶ
地

域
の
自
然
・
文
化
・
産
業
」
と
題

し
た
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、

同
研
究
所
の
中
野
孝
教
教
授
か
ら

当
市
の
水
質
マ
ッ
プ
に
関
す
る
調

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

休
憩
を
は
さ
み
、
岐
阜
経
済
大

学
の
森
誠
一
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
４
人
に
加
わ
り
、

テ
ー
マ
を
「
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ

か
ら
も
水
と
と
も
に
」
と
し
た
、

湧
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲盛大に開催されたフォーラム

■
意
見
発
表

　

調
査
報
告
の
後
に
は
、
岩
手
県

大
槌
町
の
佐
々
木
健
氏
、
山
形
県

遊
佐
町
の
菅
原
善
子
氏
、
西
条
自

然
学
校
の
山
本
貴
仁
氏
、
県
総
合

科
学
博
物
館
の
小
林
真
吾
氏
ら
４

人
か
ら
、
湧
水
保
全
に
関
す
る
取

り
組
み
の
紹
介
を
含
め
た
意
見
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

■
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど

　

ま
た
、
会
場
の
総
合
文
化
会
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、

全
国
か
ら
の
参
加
団
体
や
市
内
の

各
種
団
体
が
、
水
資
源
や
水
環
境

の
保
全
に
関
わ
る
諸
活
動
を
発
表

す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
が
あ

り
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

■
未
来
へ
向
け
て

　

西
条
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の

湧
き
出(

い
ず)

る
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

当
市
の
湧
水
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

水
・
環
境
保
全
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２ ▲総合文化会館のポスター展示の様子

▲秋道智彌名誉教授

▲佐々木健氏

▲森誠一教授

▲中野孝教教授

▲菅原善子氏▲山本貴仁氏▲小林真吾氏

▲パネルディスカッションの様子

ー
開
催
報
告
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
さ
い
じ
ょ
う
ー

こ
れ
ま
で
も
水
、
こ
れ
か
ら
も
水
！
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　近年、四国地方ではフェリー航路の廃止や減便が相次い
でいます。そうしたなか、海で囲まれた四国に就航するフ
ェリーの既存航路を存続させるため、海上交通の現状や問
題点、さらにはフェリー輸送の競争力強化などについて考
える検討会が西条市で開催されました。２回目の開催とな
る今回は、国土交通省四国地方整備局・四国運輸局や四国
各県の港湾・交通政策担当、さらにフェリー事業者などが
参加して活発な議論が交わされました。
　開催地の首長としてあいさつに立った市長は、長距離輸
送におけるフェリー航路の重要性や、大地震発生時にも使
用可能な耐震強化岸壁の必要性などについて述べました。
　また、造船事業者による省エネ船に関する基調講演に続
く意見交換の場では、高速道路料金の割引や原油高などで
危機的な経営状況にあるフェリー事業者から、コスト削減
等の対策には限界があり、現就航船より大型となる省エネ
船の着岸に必要なより水深のあるフェリー岸壁の整備など
に早急な対策を求める訴えがありました。
　これに対し行政側からは、四国の地理的特性を踏まえた
うえでフェリー航路の重要性は認識しており、今後、岸壁
整備や運営支援などの対策の早急な検討が必要であるとの
考えが示されました。

問合せ　市庁舎別館港湾課　℡0897－52－1236

四国のフェリー航路存続のために
ー 開催報告 ー

四国におけるフェリー輸送の
競争力強化に関する検討会

　ＪＲ伊予西条駅北側の既存の駅前広場と、現在整備中
の駅南広場とを結ぶ「ぽっぽ橋（市道・伊予西条駅自由
通路南北線）」が完成し、10月14日に開通式が行われま
した。
　式典ではテープカットなどのほか、開通を祝う地元の
だんじり５台が威勢よくかき比べを披露して、この橋の
開通に寄せる地域の期待の大きさを伺わせました。
　また、式典終了後には、待ちかねた約千人の皆さんに
よって「ぽっぽ橋」の渡り初めも行われました。
　この橋の開通により市街地の回遊性向上が大いに期待
されるだけでなく、今後、市では国道11号とアクセスす
る市道と合わせて、賑わいのスペースとして駅南広場の
整備を進めることとしています。

問合せ　市庁舎別館都市計画整備課　℡0897－52－1238

ＪＲ伊予西条駅南北の
往来が大きく改善
ー ぽっぽ橋が開通しました ー

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
推
進

す
る
「
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
つ
と
し
て
、
西
条

市
が
住
友
化
学
㈱
と
と
も
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
「
西
条
農
業

革
新
都
市
」
。
こ
の
事
業
は
国
の

「
総
合
特
別
区
域
」
の
指
定
を
受

け
て
お
り
、
企
業
と
地
域
農
業
者

が
連
携
し
て
農
業
の
活
性
化
に
取

り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大

き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
こ
の
ほ
ど
岡

田
克
也
副
総
理
が
当
市
を
訪
れ
、

そ
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
視
察
に
は
、
白
石
洋
一
衆

議
院
議
員
、
西
条
市
長
、
住
友
化

学
㈱
の
高
尾
剛
正
代
表
取
締
役
副

社
長
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
の

加
藤
尚
組
合
長
な
ど
多
く
の
関
係

者
も
参
加
。
ま
ず
、
神
戸
地
区
う

ち
ぬ
き
公
園
で
良
質
で
豊
富
な
自

噴
水
「
う
ち
ぬ
き
」
の
水
に
触
れ

た
岡
田
副
総
理
は
、
当
市
が
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
大
地
を

有
す
る
都
市
で
あ
る
こ
と
を
実
感

さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
さ
ら
に
、

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
先

進
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
㈱
サ

ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
の
ほ
場

で
は
、
岡
田
副
総
理
か
ら
栽
培
担

当
の
方
な
ど
に
声
を
か
け
て
意
見

交
換
を
さ
れ
た
ほ
か
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
の
レ
タ
ス
と
西

条
特
産
の
太
秋
柿
を
口
に
さ
れ
、

「
我
が
国
の
農
業
が
元
気
に
な
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館　

農
業

革
新
都
市
推
進
室

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
８
０

ー
岡
田
副
総
理
が
来
西
ー

「
西
条
農
業
革
新
都
市
」か
ら

　

日
本
の
農
業
の
活
性
化
を
！▲良質で豊富な自噴水「うちぬき」

　に親しまれる岡田副総理
▲サンライズファームのレタス
　栽培を視察される岡田副総理
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西
条
市
と
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
四
国
本
部

（
以
下
、
「
中
小
機
構
四
国
本

部
」
）
は
、
当
市
に
お
け
る
中
小

企
業
等
の
新
事
業
展
開
の
促
進
や

経
営
基
盤
の
強
化
等
に
お
い
て
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
支
援
を

推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の
ほ
ど
業

務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
を

締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
去
る

10
月
25
日
、
こ
れ
を
記
念
し
た
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師

に
最
強
の
中
小
企
業
と
評
さ
れ
た

㈱
エ
ー
ワ
ン
精
密
の
創
業
者
（
現

・
取
締
役
相
談
役
）
の
梅
原
勝
彦

氏
を
お
招
き
し
、
顧
客
か
ら
指
示

さ
れ
続
け
る
「
強
い
町
工
場
」
の

秘
密
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
製
造
業
を
中
心
と
す
る

市
内
外
の
約
90
人
の
皆
さ
ん
で
会

場
は
満
員
状
態
。
受
講
者
か
ら
は

「
本
物
の
創
業
経
営
者
の
体
験
談

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
と
中

小
機
構
四
国
本
部
と
の
共
催
に
よ

る
業
務
提
携
後
の
初
の
取
り
組
み

で
し
た
が
、
11
月
29
日
に
は
「
航

空
・
宇
宙
産
業
研
究
会
」
を
中
小

機
構
四
国
本
部
の
後
援
の
も
と
開

催
し
て
お
り
、
今
後
も
中
小
企
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
セ

ミ
ナ
ー
や
研
究
会
の
共
催
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
・
㈱
西
条
産
業
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー
（
サ
イ
ク
ス
）
・

中
小
機
構
四
国
本
部
の
連
携
を
よ

り
密
に
し
、
企
業
の
現
状
や
経
営

課
題
を
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

技
術
開
発
や
販
路
開
拓
等
に
対
し

て
も
、
計
画
段
階
か
ら
事
業
実
施

後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
至
る
ま
で
、
き

め
細
か
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
機
構
四
国
本
部

で
は
、
独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
際
化
支

援
や
農
商
工
連
携
支
援
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
（
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
）

市
庁
舎
本
館
も
の
づ
く
り
支
援
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

ー
西
条
市
と
中
小
機
構
四
国
本
部
が
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
ー

地
域
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
支
援
の
推
進
の
た
め
に

ー
西
条
高
校
で
香
川
高
等
専
門
学
校
が
出
前
講
座
ー

液
状
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
か
ら

　

西
条
市
は
、
本
年
７
月
に
香
川

高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
香
川
高

専
」）
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
産
業
・
文
化

・
教
育
な
ど
地
域
振
興
に
係
る
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
香
川
高
専
に
よ
る
出
前
講
座

が
西
条
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
当
市
が
本
年
５
月
に

開
催
し
た
港
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
、
地
盤
工
学
を
ご
専
攻
の
嘉

門
雅
史
香
川
高
専
校
長
に
、
西
条

高
生
か
ら
液
状
化
に
関
す
る
質
問

が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

出
前
講
座
で
は
、
香
川
高
専
の

土
居
正
信
建
設
環
境
工
学
科
教
授

か
ら
液
状
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど

に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
ほ
か
、

液
状
化
を
再
現
す
る
簡
易
実
験
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
（
２
年
生
）
か

ら
は
「
地
震
の
縦
揺
れ
と
横
揺
れ

で
は
液
状
化
被
害
に
違
い
が
生
じ

る
の
か
？
」
「
地
下
水
の
豊
富
な

西
条
市
で
の
液
状
化
の
危
険
性

は
？
」
「
ど
の
よ
う
な
地
質
の
所

で
液
状
化
は
発
生
す
る
の
か
？
」

な
ど
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
の

深
さ
か
ら
多
く
の
質
問
が
な
さ

れ
、
真
剣
で
熱
心
な
ま
な
ざ
し
が

印
象
的
で
し
た
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
港
湾
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
６

※詳しくは中小機構のホームページ(URL:http://www.smrj.go.jp/)をご覧ください。

■中小企業基盤整備機構の主な支援メニュー
四国本部 ( 高松市 )と松山オフィス ( 松山市 )で、常駐
する専門家が財務・法律や新商品開発・販路開拓な
どについての相談に応対
企業の課題に応じた専門家を長期・継続的に派遣し、
経営計画の進め方や経営管理の仕組みづくりなどを
支援

専門家継続派遣

経営実務支援

窓口相談（事前予約制）

戦略的ＣＩＯ育成支援
（ＣＩＯ：企業の情報戦略のトップ）

販路開拓コーディネート

大手企業等のＯＢ人材を短期・集中的に派遣し、新
技術・新商品開発、現場改善、生産性向上など、実
務課題の具体的解決方法を支援
ＩＴ分野の専門家を長期・継続的に派遣し、企業の
ＩＴ化計画の策定や、情報システムの企画開発・運
用に向けた支援とともに、ＣＩＯ人材の育成を支援
首都圏・近畿圏における新商品のテストマーケティ
ング活動（販路開拓コーディネーターが想定市場の
企業に同行)による販路開拓支援

※窓口相談は無料です。
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西
条
市
は
、
市
レ
ベ
ル
で
全
国

初
と
な
る
日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協

会
（
東
京
都
渋
谷
区
／
福
井
栄
治

理
事
長
）
と
「
自
治
体
パ
ー
ト

ナ
ー
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
で
は
「
農
業
を
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
」
こ
と
を
理
念

に
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
農
産

物
の
評
価
を
行
い
、
生
産
者
と
生

活
者
を
つ
な
ぐ
品
評
会
「
野
菜
ソ

ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

12
回
目
と
な
る
今
回
の
サ
ミ
ッ

ト
は
「
柿
」
を
テ
ー
マ
に
10
月
27

日
に
開
催
さ
れ
、
食
感
や
甘
味
・

香
り
を
評
価
す
る
食
味
評
価
部
門

の
甘
柿
部
門
で
「
も
ぎ
た
て
倶
楽

部
（
山
内
政
志
代
表
）
」
出
展
の

太
秋
柿
が
大
賞
を
、
ま
た
外
観
や

ス
ト
ー
リ
ー
性
・
価
格
を
評
価
す

る
購
入
評
価
部
門
の
甘
柿
部
門
で
、

「
田
滝
青
果
出
荷
組
合
（
松
木
勝

徳
組
合
長
）
」
出
展
の
富
有
柿
が

３
位
入
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し

ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
柿
生
産
者
19
組
が
出

展
し
た
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
審
査
に

当
た
っ
た
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
約
40
人
か
ら
、

「
両
団
体
の
柿
は
、
香
り
・
甘
み

が
抜
群
」
と
の
高
い
評
価
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
０

も
ぎ
た
て
倶
楽
部
が
大
賞

田
滝
青
果
出
荷
組
合
が
３
位
入
賞

柿
を
テ
ー
マ
に
し
た

　

第
12
回
野
菜
ソ
ム
リ
エ

　
　
　

サ
ミ
ッ
ト
で
Ｗ
栄
冠

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課
　　　　　水・環境保全係　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時の空間放射線量データ蓄積を目的
に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の測定をし
ています。
　10月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの地点
においても異常値は観測されていません。
※計測は、NaＩ(T1)シンチレーションサーベイメータを
　用いて、地表から１メートルの高さで実施しています。
※環境省が示す基準値：毎時0.23マイクロシーベルト
※測定場所の位置図は市ホームページをご覧ください。

10月の空間放射線量測定結果 【10月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 10月25日

10月25日

毎時 0.11 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所

楠河公民館

丹原総合支所

旧鞍瀬駐在所

小松総合支所

石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.11 マイクロシーベルト

毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.05 マイクロシーベルト

10月25日

10月25日

10月25日

10月25日

10月25日

10月24日

▲大賞を受賞したもぎたて倶楽部の太秋柿

　　　　　今年も残すところ、あと１カ月となり、そろそろ忘年会の季節でし
ょうか。今回は、そんな季節にぴったりのお話を用意しました。ベトナムの街
を歩くと、笑い声とともに聞こえてくる「モッ、ハイ、バー、ヨー！」という
掛け声。ベトナムを訪れた方は、「何の騒ぎ？」と驚いたかもしれません。こ
れは、ベトナムでビールを飲むときの掛け声。日本でいう「乾杯！」ですね。
　ベトナムの路地には、ビアホイと呼ばれる大衆酒場がたくさんあり、毎晩、
活気にあふれています。ベトナムの大衆酒場では、めったにキンキンに冷えたビールには出会えません。グラスに氷
を入れて飲むのが一般的なので、慣れるのに時間がかかる日本人もいるでしょう。ベトナムのビールは、原材料の一
部に米が使用されていて、すっきりとした味わいが特徴です。ベトナムにもご当地ビールがあり、ここフエでは「フ
ーダビール」と「フェスティバルビール」が造られています。今年は、ぜひ、皆さんもベトナム気分で“モッ、ハイ、
バー、ヨー!!”と忘年会を始めてはいかがでしょう。ただし、くれぐれも飲み過ぎには注意してくださいね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）
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受付期間：12月３日～17日平成25年度

　平成25年４月から市内各保育所（園）への入所（新規および継続）を希望される方を対象に、入所申込の受け付けを実
施しますので、次の申込受付場所に備えてある申込書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて提出してください。

■申込受付場所　○別表の各保育所（園）　○市庁舎別館女性児童福祉課　○各総合支所市民福祉課
■受付期間　12月３日㈪～17日㈪
■入所要件　次のいずれかの事情にある家庭で、かつ同居している方も児童を保育できない場合。
　○保護者がいつも外に出て働いている。
　○保護者が昼間、家庭内で家事以外の仕事をしている。
　○母親が出産前後（各３カ月の範囲）または病気や心身に障害がある。
　○保護者が家庭で長期にわたる病人や心身に障害のある人の看護に従事している。
　○家庭の災害によって復旧の間、保育が困難である。
　※入所希望者が多く定員を超える場合、または家庭での保育ができない程度によっては、入所できない場合があります。
　　あらかじめご承知ください。
■面接の実施　新規入所児童の保護者を対象に、１月中に各保育所（園）で面接を行います。日程は申込書とともにお渡
　しする「平成25年度保育所入所申込について」でご確認ください。

保育所名 定員 所在地 電話番号 延長
保育

土曜
午後

一時
保育

休日
保育

子育て支援
センター

飯岡保育園
みのり保育園
玉津保育園
大町保育園
東予乳幼児保育園
西条保育園
めぐみ保育園
神拝保育園
古川保育園
神戸保育園

橘保育園
ひかり保育園
みどり保育園
わかば保育園
富士保育園
花園保育園
中川さくら保育園

 90人
 60人
 60人
150人
 90人
 70人
200人
210人
 90人
 60人

 45人
 40人
 90人
 60人
120人
 90人
 90人

飯岡
下島山甲
玉津
大町
大町
本町
朔日市
神拝甲
古川甲
洲之内甲

西泉乙
氷見乙
喜多川
朔日市
三津屋南
周布
丹原町来見

℡0897－56－2381
℡0897－56－6527
℡0897－55－8339
℡0897－55－3652
℡0897－56－9388
℡0897－55－3106
℡0897－55－3560
℡0897－55－3052
℡0897－55－7143
℡0897－55－3656

℡0897－57－9117
℡0897－57－9217
℡0897－55－2780
℡0897－53－6053
℡0898－64－0315
℡0898－68－7377
℡0898－73－2308

○
○
○
○
○
○ ○
○
○ ○
○

○
○
○
○

○
さくら保育園（神戸保育園分園）  30人 大町 ℡0897－55－3656 ○

○
○
○○
○ ○
○○
○
○

○
○

○○

○

○○

保育所名 定員 所在地 電話番号
禎瑞保育所  80人 禎瑞 ℡0897－57－9220
東予南保育所 石田 ℡0898－64－3074

℡0898－66－1291
℡0898－66－5309
℡0898－66－5065
℡0898－66－5507
℡0898－68－7422
℡0898－68－6377
℡0898－72－2305
℡0898－72－2837
℡0898－72－2138

東予中央保育所 国安
東予北保育所 新町
河北保育所 三芳
庄内保育所 旦之上
丹原保育所 丹原町今井
田野保育所 丹原町北田野
小松東保育所 小松町新屋敷
小松西保育所 小松町南川
石根保育所 小松町大頭

 90人
 90人
 90人
120人
 45人
 90人
 60人
120人
 90人
 90人

延長
保育

土曜
午後

一時
保育

休日
保育

子育て支援
センター

○
○
○

○○ ○

○

○・・・特別保育を実施している施設

○

○○

○○
○○

○

○
○

延長保育
　保護者の勤務時間などの
都合で、通常保育時間を超
えて保育が必要なときに利
用できます。

土曜午後
　保護者の勤務時間などの
都合で、土曜日の午後に保
育が必要なときに利用でき
ます。

一時保育
　保護者の育児に伴う心理
的・肉体的負担の解消や、
急病・入院等に伴い保育が
必要なときに一時的に利用
できます。

休日保育
　保護者の勤務日などの都
合で、休日に保育が必要な
ときに利用できます。

子育て支援センター
　子育てに関する相談指導
・親子交流(サークル)活動
の育成支援・講習会・情報
提供等を行っています。

○市庁舎別館女性児童福祉課
　保育児童係
　℡0897－52－1337（直通）
○東予総合支所市民福祉課
　福祉係
　℡0898－64－2700　内線143
○丹原総合支所市民福祉課
　市民福祉係
　℡0898－68－7300　内線210
○小松総合支所市民福祉課
　市民福祉係
　℡0898－72－2111　内線125

定員 所在地 電話番号 延長
保育

土曜
午後

一時
保育

休日
保育

子育て支援
センター

 30人 丹原町古田 ℡0898－68－7674

保 育 所 名

まあるい保育園 ○
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　標高1,300メートルの銀世界。石鎚登山ロープウェイ山頂成就駅を
降りてすぐの石鎚ピクニック園地で、雪遊びの祭典「スノーカーニバ
ルin石鎚」を開催します。当日はソリ競争や雪玉ダーツなど、面白い
イベントがいっぱい。白銀に包まれた石鎚山系の雄大な自然の中で、
思いっきり雪遊びを楽しもう！

ソリ競争
　10時15分～10時45分　定員：先着300人
 小学２年生以下の部　 小学３・４年生の部
 小学５・６年生の部　 中学生以上の部 ちびっ子へのプレゼント

　11時40分～12時
 対象：小学生以下

雪玉ダーツ
　11時～14時
 対象：小学生以下（要受付）
 参加者全員に賞品あり。

大鍋無料サービス
　11時30分～　※無くなり次第終了。

大抽選大会　12時～12時45分
 対象：来場者全員
 たくさんの賞品を用意しています。

★参加者特典
☆ロープウェイ料金
　　小人往復無料！
　　大人料金割引！
☆石鎚ピクニック園地内のリフト無料開放！
☆その他参加者特典あり！

親子スキー＆スノーボード教室
　13時～15時
 対象：小学生以上の初心者
 定員：スキーの部　40人（要受付）
 　　　スノーボードの部　20人（要受付）

ここ掘れワンワン！
お宝はどこだ
　11時～11時30分　定員：300人（要受付）
 小学２年生以下の部
 小学３年生～中学生の部

主催：スノーカーニバルin石鎚実行委員会　　問合せ：観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

【注意事項】
○イベント内容によって参加定員があります。
（各受付は当日９時～先着順）
○ゲレンデ状況などで、イベント内容が変更になる
　場合もあります。
○手袋・帽子などは、各自でご用意ください。会場
　は寒いため、暖かい服装でお越しください。

広報さいじょう　2012　12月号 10



広報さいじょう　2012　12月号11

ミの木など、それぞれの木材がもつ特性を活かしつつ、多
様化した日常生活にどのようにマッチさせるかアイデアを
出し合いながら、製品の創作活動に取り組んでいます。
　今年の産業まつり(12月２日開催)にも、郵便箱や玩具・
押し入れ用すのこ・食パンを切るボード・核家族向けの小
さめの２段もろ蓋・野趣を感じる花台・半畳ほどのスペー
スがあれば運動不足を解消できる健康用踏み台など、創意
工夫を重ねて製作した約150点を出展し、皆さんのお越し
をお待ちしています。また当日は、古い農機具の木材部分
の修理や家の玄関の高さに応
じた踏み台・身体に合わせた
ベッド・太刀魚専用の細長い
まな板など、１点物のご注文
も受け付けていますので、ぜ
ひお気軽にご相談ください。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

郷土の偉人を称える私設郷土館
　　　　　　～ 地元の近代史にゆかりの長屋門を活用 ～

　国道196号を折れ堀川沿いに壬生川港へ向かう道筋に、
現在は私設郷土館となった２階建ての長屋門があります。
　かつて江戸時代には、松山藩の年貢米の海上輸送拠点と
して賑わった壬生川港でしたが、汽船が帆船にとって代わ
ると、遠浅海岸のため満潮時しか大型船が寄港できない壬
生川港への定期航路開設は難しい状況となっていました。
　そうしたなか、当時の壬生川町長であった一色耕平氏の
誘致活動により、沖合に停泊した汽船と港を艀（通い船）
で連絡する定期寄港が明治35年にようやく実現しました。
さらに一色町長は、この地で石炭商を興していた吉本米蔵
氏に、龍宮城のようなまちのシンボル的構造物の建設を依
頼。これを受け大正15年に、周囲には平屋の民家しかない

堀川沿いに、伝統的な武家屋敷の門造り様式にのっとった
２階建ての長屋門という画期的な建物が完成したのです。
　その米蔵氏の孫で、長屋門を現在管理している吉本アイ
コさんは語ります。「この門が過ごした時と同じ時代に、
　　　　　　　　　　　幾多の困難を克服し事を成した郷
　　　　　　　　　　　土の偉人たち。四阪島煙害問題の
　　　　　　　　　　　解決にも尽力した一色耕平氏、周
　　　　　　　　　　　布村長として村の発展に寄与し真
　　　　　　　　　　　言宗醍醐派管長まで務めた細川英
　　　　　　　　　　　道氏、茶葉製品・緑茶飲料最大手
　　　　　　　　　　　「伊藤園」創業者の本庄正則氏な
　　　　　　　　　　　ど、偉大な先人が遺した掛け軸や
　　　　　　　　　　　写真等の資料を収集してこの長屋
　　　　　　　　　　　門に展示することで、どちらも長
　　　　　　　　　　　く後世に伝えていきたい」と。

は徐々に悪化し、二人の師弟関係は子規が亡くなるまでの
わずか２年２カ月ほどの間でした。ある日、子規の看護当
番を務めた義郎は、苦痛を少しでも和らげようと故郷に伝
わる「たのもさん」を作って見せたところ、大変喜ばれた
というエピソードも残っています。
　子規の没後、次第に政治活動に傾倒しあまり表に出るこ
とのなくなった義郎は、その一途で無骨な性格と酒が好き
であったため、晩年は流浪に近い孤独な生活を送り、60年
の人生に幕を閉じています。
　生涯に多くの歌を詠んだ義郎ですが歌集はなく、甥に当
たる玉置富次郎が編集した「森田義郎歌稿」が、小松温芳
図書館に残るだけです。故郷を愛し、波乱の人生を歩んだ
知られざる歌人・森田義郎。代表作は52歳の時に発表した
「石鉄(石鎚)百首」。その中の一首を紹介します。
「われも亦伊予の孤児いしづちと燧の波に恋知りそめて」

正岡子規の短歌唯一の同郷門弟
　　　 　　　　　　　  ～ 郷土を愛した歌人  森田義郎 ～

　正岡子規の数少ない短歌の門弟に、小松町出身の歌人が
いたことをご存知でしょうか。その名を森田義郎と言い、
歌は万葉調で恋歌・時事歌に優れていました。
　明治14年、小松町新屋敷に生まれた義郎は、松山中学校
時代に子規の影響で文学に目覚め、明治33年、20歳の時に
上京して子規の門を叩きます。
　子規は、高浜虚子や河東碧梧桐をは
じめ俳句では同郷の門弟に恵まれてい
ましたが、短歌において同郷は義郎だ
けで、それだけに義郎に寄せる期待に
は大きなものがありました。しかし、
当時既に寝たきりであった子規の体調

人気を集める温かみある木工製品
　　　　　　 ～ 丹原地区老人クラブ連合会木工クラブ ～

　丹原町米消費拡大推進連絡協議会の主催により、毎年12
月初旬の日曜日に開催される「丹原町産業まつり」。その
会場でいつも人気を集めているのが、手づくりの温かみを
感じる木工製品の展示即売です。
　実はそこで販売されている品物の数々、丹原地区老人ク
ラブ連合会の木工クラブ(渡部信会長代行・16人)の皆さん
　　　　　　　　　　　　によって、一つひとつ丹精を込
　　　　　　　　　　　　めてつくられたものなのです。
　　　　　　　　　　　　毎週月・水・金曜日の午前中、
　　　　　　　　　　　　丹原農村環境改善センターの木
　　　　　　　　　　　　工室では、クラブ員の皆さんが
　　　　　　　　　　　　杉やヒノキ・ブナ・ケヤキ・モ

貴重な歴史資料を収集展示して
いる長屋門とその内部

安
全
第
一
の
木
工
作
業 産業まつりの展示即売は大盛況！

号
を
石
鉄
山
人
と
称
し
た
義
郎

ぶた

はしけ

ぎろう

かわひがしへきごとう



広報さいじょう　2012　12月号 12

っ
た
生
産
体
制
を
構
築
し
て
い
る

同
社
は
、
当
市
の
林
業
振
興
に
と

っ
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

構
造
用
集
成
材
だ
け
で
は
な
く
、

見
た
目
に
も
美
し
い
内
装
用
集
成

材
の
製
造
・
開
発
の
取
り
組
み
も

開
始
し
た
河
野
興
産
㈱
。
大
企
業

に
は
決
し
て
真
似
の
で
き
な
い
、

小
回
り
を
利
か
せ
た
事
業
展
開
を

進
め
て
い
る
。

　

サ
イ
ク
ス
で
も
、
同
社
や
東
京

大
学
な
ど
と
連
携
し
て
、
可
動
式

住
具
で
あ
る
ウ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
キ

ャ
ビ
ン
・
モ
バ
コ
の
事
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
モ
バ
コ
の
普
及
に
よ
っ
て
地
域

産
木
材
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、
健

全
な
森
林
経
営
の
維
持
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
販
売

用
の
汎
用
型
モ
バ
コ
の
開
発
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

化
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
㈱
ク
ラ
レ
西
条

事
業
所
で
「
わ
く
わ
く
化
学
教
室

＆
工
場
見
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　

　
繊
維
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

■
日
時
　
平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

　

９
時
～
13
時
（
昼
食
付
）

■
場
所　

㈱
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

　
　
　
　
　

（
朔
日
市
８
９
２
）

■
対
象
　
小
学
５
・
６
年
生

　

＊
保
護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

■
定
員　

36
人

　

＊
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

　

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み

　

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
産
業
情

報
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
込
み
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
申
込
み
用
紙
は
学

校
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

TEE０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０

FEE０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
１

　

林
野
庁
が
国
産
木
材
の
利
用
拡

大
の
た
め
に
推
進
し
て
い
る
「
木

づ
か
い
運
動
」
顕
彰
事
業
に
お
い

て
、
去
る
10
月
１
日
、
河
野
興
産

㈱
に
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
社
の

こ
れ
ま
で
の
国
産
木
材
の
使
用
実

績
や
、
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
、

公
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
29
年
、
松
山
市
三
津
浜
に

誕
生
し
た
河
野
興
産
㈱
。
会
社
設

立
当
初
は
、
主
に
外
材
と
呼
ば
れ

る
輸
入
木
材
を
扱
う
製
材
業
を
営

ん
で
い
た
。
昭
和
52
年
に
現
本
社

の
あ
る
松
山
市
西
垣
生
町
へ
工
場

を
移
転
す
る
な
ど
順
調
に
事
業
を

伸
展
さ
せ
て
き
た
が
、
大
手
住
宅

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
を
契
機
に
、

集
成
材
の
製
造
に
も
取
り
組
み
を

拡
大
し
た
。
平
成
７
年
に
新
設
し

た
丹
原
工
場
は
、
今
で
は
同
社
の

集
成
材
事
業
部
の
主
力
拠
点
に
成

長
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に
８

年
前
の
平
成
16
年
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
製
材
業
か
ら
は
完
全
に
手
を

引
き
、
集
成
材
専
門
企
業
と
し
て

新
た
な
舵
を
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
日
々

の
気
象
条
件
の
変
化
に
適
切
に
対

応
で
き
る
経
験
と
技
術
力
を
獲
得

し
た
同
社
は
、
今
や
大
手
住
宅
メ

ー
カ
ー
の
構
造
用
ヒ
ノ
キ
集
成
材

供
給
の
主
力
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

河
野
隆
幸
社
長
は
語
る
「
当
時

の
貴
重
な
経
験
が
、
今
の
技
術
的

な
土
台
と
な
っ
て
い
る
」
と
。

■
国
産
木
材
の
利
用
を
促
進　

　

集
成
材
へ
の
取
り
組
み
を
開
始

し
た
こ
ろ
、
同
社
で
は
輸
入
材
を

主
に
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
今

で
は
、
国
産
の
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
が

８
割
強
を
占
め
て
い
る
。

　

現
在
、
西
条
市
の
人
工
林
は
、

木
材
と
し
て
利
用
す
る
の
に
最
適

な
時
期
に
ま
で
生
育
し
て
お
り
、

健
全
な
森
林
経
営
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
地
域
産
木
材
の
積
極
的

な
使
用
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
国
産
木
材
、
特

に
地
域
産
木
材
の
利
用
に
こ
だ
わ

■
社
員
一
丸
と
な
り
磨
い
た
技
術

　
製
材
が
大
き
な
丸
太
か
ら
板
や

柱
を
作
る
の
に
対
し
、
集
成
材
は

小
さ
な
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
新

た
に
板
や
柱
を
作
り
出
す
と
い
う
、

ま
っ
た
く
逆
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

長
年
木
材
に
携
わ
っ
て
き
た
同
社

で
は
あ
っ
た
が
、
集
成
材
の
製
造

に
取
り
組
み
始
め
た
当
初
に
は
、

工
場
に
泊
ま
り
込
ん
で
の
作
業
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

集
成
材
は
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ

Ａ
Ｓ
）
へ
の
適
合
が
求
め
ら
れ
、

特
に
構
造
用
集
成
材
は
高
い
強
度

が
必
要
な
た
め
、
使
用
す
る
接
着

剤
は
非
常
に
強
力
な
も
の
と
な
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
強
力
な
接
着
剤

を
使
っ
て
も
、
毎
日
の
気
温
や
木

材
の
含
水
率
な
ど
の
わ
ず
か
な
違

い
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
強
度

不
足
や
剥
離
に
つ
な
が
り
製
品
と

し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
納
入
先

の
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る
の
は

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
以
上
の
品
質
で
あ
り
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
誤
差
さ
え
許
さ

れ
ず
、
そ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
越

え
る
た
め
に
従
業
員
は
一
丸
と
な

っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

information vol.96

河
野
興
産
㈱
丹
原
工
場
（
丹
原
町
関
屋
）

参
加
者
募
集
！

 

わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆
工
場
見
学

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内

感謝状を手にする河野社長

集成材を使用したテーブルセット

経験と技術が作り出した集成材
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

12
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
４
年
11
月
20
日
か
ら
同
年

12
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
お

よ
び
平
成
24
年
８
月
11
日
か
ら
同

年
９
月
１
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
し
た
方
で
、
平
成
24
年
12
月
１

日
現
在
に
お
い
て
、
平
成
24
年
11

月
11
日
か
ら
引
き
続
き
西
条
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮　

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製

し
て
い
ま
す
。
名
簿
に
登
載
申
請

す
る
資
格
が
あ
る
方
へ
は
、
12
月

中
に
登
載
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い

と
、
資
格
の
あ
る
方
で
も
今
後
１

年
間
は
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
権

と
被
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に

申
請
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合

は
、
市
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
登
載
資
格
者

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
５
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

①　

10
�
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

　

作
の
業
務
を
営
む
方

②　

①
と
同
居
す
る
親
族
ま
た
は

　

そ
の
配
偶
者
で
、
そ
の
耕
作
に

　

従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

　

ね
60
日
以
上
の
方

③　

①
の
面
積
の
農
地
に
つ
き
耕

　

作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

　

人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員
で
、

　

耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間

　

お
お
む
ね
60
日
以
上
の
方

■
申
請
期
限　

1
月
10
日
㈭

■
申
請
先

　

市
庁
舎
別
館
農
業
委
員
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
２

20
日
㈭　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

　

期
分
の
督
促
状
の
発
送

26
日
㈬　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
預
金
残
高
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

12
月
の
市
税
ご
よ
み

12
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請
を

夜間に御用の方は、
インターホンで宿直
をお呼びください

■問合せ　市庁舎本館庁舎建設室　庁舎建設係
　　　　　℡0897－52－1589
　　　　　市庁舎別館施設管理局　庁舎管理係
　　　　　℡0897－52－1298

　新館建設工事開始のため、市庁舎本館北側
の出入口および本館北側通路を封鎖しました。
　夜間、市役所に御用のある方は、本館南西
側（裁判所側）に回っていただき、駐輪場に
あるインターホンで宿直をお呼びください。
　ご迷惑をおか
けいたしますが、
ご理解とご協力
をお願いします。

Ｎ

電話

夜間宿直呼出インターホン設置場所

玄関

新館建設地

市役所
別　館

駐輪場

裁判所

駐車場

市役所
本　館

宿直呼出
インターホン

歩
道

歩道

歩
道

※

こ
の
通
路
は
、
通
行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

　

（
駐
輪
場
と
電
話
も
撤
去
し
て
い
ま
す
）

駐
輪
場

夜間宿直呼出
インターホンの位置
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■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
課
税
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
変
更
を
し
た
方
へ

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
そ
の

宅
地
が
住
宅
用
地
で
あ
る
か
否
か

で
税
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
に
住
宅
用
地
を
住

宅
用
地
以
外
に
変
更
し
た
方
や
、

住
宅
用
地
以
外
の
用
地
を
住
宅
用

地
に
変
更
し
た
方
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
先

○
市
庁
舎
本
館
資
産
税
課

　

資
産
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
６

○
各
総
合
支
所

　

税
務
課
税
務
係
（
東
予
）

　

総
務
課
税
務
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円

を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い

た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、

こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
る
業
務
を

行
う
す
べ
て
の
方
（
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
む
）
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同

様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
記
帳
や
帳
簿
書
類
等
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

URLhttp://w
w
w
.nta.go.jp

■
問
合
せ

　

伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
３
２
９
０

※
自
動
音
声
に
従
い
、「
２
」
番

　

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
住
宅
用
地

変
更
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
費
用
を

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
す
。
学
生
一
人
に

つ
き
３
０
０
万
円
以
内
の
利
用
が

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み

の
返
済
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

※
右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い

　

場
合
は
、
ＴＥＬ
０
３

－

５
３
２
１

　

－

８
６
５
６
へ
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　県内の市町、愛媛県、愛媛地方税滞納整理機構は12月を
「一斉滞納整理強化月間」と定め、一丸となって滞納整理
に取り組みます。

　納期限が過ぎているのに納付しない場合は、督促状や催
告書を送付して税の納付を促します。
　それでも納付のない場合には財産調査を行い、悪質な滞
納者に対しては、必要に応じて不動産・預貯金・生命保険
・給与・年金・国税還付金・売掛金などの差し押さえを実
施する場合があります。また、高額・悪質な滞納案件は、
愛媛地方税滞納整理機構に徴収を移管することがあります。

●平成23年度における西条市の滞納処分状況
　不動産：42件　　預貯金：251件　　生命保険：78件
　給　与：80件　　年　金：10件　　国税還付金：53件
　売掛金など：８件

※差し押さえは、その処分を受ける個人または法人の生活・経済活
　動に影響を及ぼす大変厳しい処分です。

預貯金
保険、給与、
年金など

売却や直接
取り立てします

あなたの財産が 差し押さえられると

不動産など

市税の滞納処分を執行します一丸となって滞納整理に取り組みます

県下一斉に「催告」を実施！

問合せ　○市庁舎本館納税課　納税第１係　℡0897－52－1241　　納税第２係　℡0897－52－1279
　　　　○東予総合支所　税務課税務係　　○丹原総合支所・小松総合支所　総務課税務係

悪質な滞納者の
逃げ得、ごね得は
絶対に許しません！

※「愛媛地方税滞納整理機構」は愛媛県内の市町税の徴収を専門に
　行う広域的組織（県内全市町加入の一部事務組合）です。滞納案
　件を市町から引き継ぎ、差押・公売などの滞納処分を前提に滞納
　整理を行います。

　当市の財政運営に大きな影響を与える市税収入の確保は
最重要課題です。そこで、市税の自主納付の促進と滞納整
理を図るため、12月に一斉催告を実施して収納率の向上に
努めます。なお、納期限を過ぎた場合は、年14.6％の延滞
金を併せて納付していただきます。
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国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替

ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
付
に
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な

く
、
金
融
機
関
等
に
行
く
時
間
や

手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。

　

割
引
の
あ
る
早
割
制
度
や
前
納

制
度
と
併
せ
て
利
用
で
き
る
納
付

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
割
引
の
制
度

が
利
用
で
き
る
納
付
方
法
は
左
表

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

※
過
去
の
未
払
い
分
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

○
口
座
振
替

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通

帳
、
金
融
機
関
の
届
出
印
を
持
っ

て
、
金
融
機
関
ま
た
は
最
寄
り
の

年
金
事
務
所
、
市
役
所
年
金
窓
口

（
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
金

融
機
関
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事

務
所
、
市
役
所
年
金
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
対
象
と
な

ら
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
カ
ー
ド
の
発
行

会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
納
付
を
や
め
る
場
合
は
辞
退

　

申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
便
利
で
す

【
ご
み
収
集
の
休
み
】

　

12
月
31
日
㈪
か
ら
１
月
３
日
㈭

は
ご
み
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。

休
み
の
該
当
地
区
の
方
は
、
次
回

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
月
明
け
は
大
量
に
ご
み
が
出

　

る
た
め
に
収
集
時
間
が
大
幅
に

　

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ル

　

ー
ル
を
守
り
、
必
ず
当
日
午
前

　

８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て

い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
担
当
課
窓

口
と
各
公
民
館
に
準
備
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
環
境
衛
生
施
設
の
休
み
】

○
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

12
月
30
日
㈰
～
１
月
３
日
㈭

○
ひ
う
ち
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

12
月
30
日
㈰
～
１
月
３
日
㈭

○
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

12
月
30
日
㈰
～
１
月
３
日
㈭

【
し
尿
く
み
取
り
の
休
み
】

　

左
表
の
日
程
で
各
業
者
が
お
休

み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く
み
取

り
の
依
頼
が
集
中
す
る
の
で
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿

く
み
取
り
を
お
休
み
し
ま
す

担当地域

西　条

東　予

丹　原

小　松

業　者　名 休業期間

㈲石鎚スカイクリーン
℡0897－57－7655

12月29日㈯～
　 １月３日㈭

12月30日㈰～
　 １月３日㈭

12月28日㈮～
　 １月７日㈪

12月30日㈰～
　 １月４日㈮

12月30日㈰～
　 １月３日㈭

12月30日㈰～
　 １月３日㈭

12月28日㈮～
　 １月７日㈪

12月30日㈰～
　 １月３日㈭

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備㈱
℡0897－55－3244

周桑衛生企業組合
℡0898－65－5659

㈲三芳衛生社
℡0898－66－4098

㈲丹原清掃社
℡0898－68－5015

ヒカリ環境開発㈲
℡0898－68－6533

周桑衛生企業組合
℡0898－72－5226

㈱小松協同企業
℡0898－72－4498

※日曜日は定休日です。
※業者ごとにくみ取り区域が異なります。
※西条環境整備㈱は12月29日㈯午前中まで収集。
※周桑衛生企業組合は12月28日㈮午前中まで収集。

　

こ
の
た
び
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

て
、
野
口
連
合
自
治
会
の
放
送
塔

が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
本
庁
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
活
動
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２▲整備された野口連合自治会放送塔

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

■口座振替・クレジットカードでの納付方法

◆口座振替での納付の場合
　当月の保険料を翌月末に納付。
　※割引額はなし。

◆クレジットカードでの納付の場合
　当月の保険料を当月末に納付。
　※割引額はなし。

４月～９月分の保険料を４月末に、
10月～翌年３月分の保険料を10月末
に、それぞれまとめて納付。
※前納制度による割引額あり。

４月～翌年３月分の保険料を４月末
に、まとめて納付。
※前納制度による割引額あり。
※25年度分前納申請期限：２月末日

※クレジットカードでの納付は保険料を定期的にクレジットカード会社が
　立替払いし、クレジットカード会社からカード会員の方に請求します。

毎月納付
（早割）

毎月納付

区　　分 納　付　方　法

半年分納付
（前納）

１年分納付
（前納）

当月の保険料を当月末に納付。
※早割制度の割引額（50円）あり。
※口座振替での納付のみ利用可能。
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平成25・26年度　競争入札（見積）

参加資格審査の申請を受け付けます
　西条市の平成25・26年度競争入札（見積）に参加を希望
する方は、資格審査の申請を行ってください。

■業務内容
〔建設工事関係〕
　○土木・建築・管・塗装・造園工事など
　○地質調査・測量・設計・監理業務など
〔公共施設の委託業務〕
　公共建物清掃、高架水槽等清掃、浄化槽管理清掃、自家
用電気工作物点検、消防用設備等保守点検、害虫等防除、
警備、特定建築物維持管理
※下水処理場管理委託を希望する方で、下水道処理施設維持管理業者
　登録をしていない場合は、各施設に必要な資格を有する者のいるこ
　とを証明する資料の添付が必要です。必要な資格については、西条
　浄化センター（℡0897－55－5110）へお問い合わせください。

〔物品関係〕　売買、印刷、修繕など
■受付期間　12月３日㈪～平成25年１月15日㈫
■申請先　市庁舎本館２階　契約課
■問合せ　○建設工事関係、公共施設の委託業務について
　　　　　　契約課　工事契約係　℡0897－52－1235
　　　　　○物品関係について
　　　　　　契約課　物品契約係　℡0897－52－1242
　　　　　　共通E-mail　keiyaku@saijo-city.jp
※申請書等については、市ホームページからダウンロードできるもの
　もあります。どうぞご利用ください。
　URL　http://www.city.saijo.ehime.jp/downl/index.htm

■
変
更
案
内
容　

　

都
市
計
画
道
路
の
変
更

（
西
条
駅
前
朔
日
市
線
・
新
地
北

　

条
線
の
一
部
区
間
廃
止
）

■
縦
覧
期
間

　

12
月
４
日
㈫
～
18
日
㈫　

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
縦
覧
場
所

○
市
庁
舎
別
館
都
市
計
画
整
備
課

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

※
愛
媛
県
決
定
の
西
条
駅
前
朔
日

　

市
線
の
変
更
案
に
つ
い
て
は
、

　

愛
媛
県
庁
都
市
計
画
課
（
県
庁

　

第
二
別
館
3
階
）
で
も
縦
覧
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
意
見
書
の
提
出
　

　

西
条
市
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、

当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い

て
意
見
書
を
市
都
市
計
画
整
備
課

都
市
計
画
係
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
都
市
計
画
整
備
課

　

都
市
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
３
８

○
愛
媛
県
都
市
計
画
課

　

施
設
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
７
３
９

西
条
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　冬場の道路、特に山間部や橋梁部の積雪や路面凍結には
注意が必要です。道路情報等を入手して、行き先の道路状
況を把握し、安全な通行を心がけましょう。
パソコン・携帯電話などでの道路情報等の入手先
○道路情報提供システム
　http://www.skr.mlit.go.jp/info/regulate/kyk/its/
※ＨＰ左側の「情報別一覧表示」から「本日の規制情報」を検索できます。

○愛媛県道路情報
　http://road.pref.ehime.jp/index.html
※「愛媛県通行規制情報」からご覧いただけます。

○四国の道路情報
　右記コードからアクセスできます。
電話での道路情報等の入手先
○愛媛県内の道路情報
　日本道路交通情報センター　℡050－3369－6638
○国道11号・196号
　国土交通省　松山河川国道事務所　℡089－972－0034
○国道194号・県道
　愛媛県道路維持課　℡089－912－2720
　東予地方局建設部　℡0897－55－4710
○四国内の高速道路
　ＮＥＸＣＯ西日本お客さまセンター　℡0120－924－863
○西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道）
　本州四国連絡高速道路㈱
　しまなみ今治管理センター　℡0898－23－7250
道路緊急通報のお願い
　幹線道路の異状を発見した場合は「♯９９１０」へ電話
し、音声案内に従って通報をお願いします。

冬用タイヤへの交換・
チェーンの携行を！
冬用タイヤへの交換・
チェーンの携行を！
冬用タイヤへの交換・
チェーンの携行を！

「
旬
彩
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
無
料
で

配
布
し
ま
す

▲旬彩カレンダー　１月の挿絵

　

来
年
用
の
旬
彩
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

万
年
筆
の
ア
ー
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
神
谷
利
男

氏
の
挿
絵
で
、
西
条
の
魅
力
あ
る

食
材
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

旬
彩
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
14
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
配
布
部
数　

５
０
０
部

※
１
世
帯
に
つ
き
１
部
（
先
着
順
）

■
配
布
日

　

12
月
20
日
㈭
～
27
日
㈭

※
24
日
㈪
・
25
日
㈫
を
除
く

■
配
布
場
所　

各
公
民
館

■
申
込
方
法

　

申
込
先
へ
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
受
け
取
り
場
所
（
公
民

館
名
）
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
０
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大
保
木
地
区
で
広
が
っ
て
い
る

竹
林
を
伐
採
し
、
景
観
や
自
然
を

み
ん
な
で
守
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

12
月
16
日
㈰　

９
時
～
13
時

■
場
所

　
西
条
市
大
保
木

（
旧
大
保
木
小
学
校
周
辺
）

■
参
加
費

○
大
人　

５
０
０
円
（
保
険
代
等
）

※
子
ど
も
・
学
生
は
無
料

■
申
込
方
法

　

事
前
に
市
庁
舎
別
館
建
設
道
路

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
等
で
の
催
行
の
有
無
に
つ

　

い
て
は
、
当
日
の
７
時
以
降
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
建
設
道
路
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
１

み
ん
な
で
自
然
を
守
ろ
う

竹
取
物
語
２
０
１
２

　

県
で
は
、
県
産
材
の
需
要
拡
大

を
図
る
た
め
、
今
回
、
新
た
に
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
補
助
を

行
う
「
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
木
材

利
用
促
進
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
県
内

で
県
産
材
を
利
用
し
て
住
宅
等
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
条
件
に
応
じ
て
10
万
円
か
ら

14
万
円
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い

ま
す
。（
先
着
50
棟
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
県
林
材
業
振
興
会
議

「
木
と
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
１

－

０
１
６
５

○
県
庁
林
業
政
策
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
８
９

県
産
材
を
利
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

に
県
か
ら
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す

　

市
で
は
、
12
月
20
日
㈭
か
ら
１

月
10
日
㈭
ま
で
「
年
末
年
始
特
別

火
災
予
防
運
動
」
を
展
開
し
、
明

る
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

広
報
や
警
戒
巡
視
な
ど
で
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状
態

が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
年
末
年
始

の
忙
し
さ
に
気
を
と
ら
れ
、
火
に

対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り

が
ち
な
こ
と
も
、
こ
の
時
期
に
火

災
が
多
発
す
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

「
火
の
用
心
」
を
心
が
け
、
火
災

の
な
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い

　
　
　

行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

火
災
の
な
い
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

　

「
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
」

を
、
従
業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
政
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
や
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
主
体

　

経
済
産
業
省
、
愛
媛
県
、

　

西
条
市

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
総
務
課　

統
計
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
０

○
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://www.m
eti.go.jp/statistics/

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

【
村
上
一
二
三
木
彫
展
】

■
期
間

　

12
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮

　

９
時
～
17
時

■
内
容　

横
綱
の
土
俵
入
り
や
力

士
の
取
組
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

の
選
手
た
ち
の
活
躍
な
ど
、
人

間
の
力
強
く
躍
動
的
な
姿
を
木
彫

り
で
表
現
し
た
作
品
や
、
演
歌
歌

手
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
な
ど

約
１
０
０
点
の
作
品
を
展
示
。

■
場
所　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

▲愛媛県産材を利用されると条件に応
　じて補助金があります。

夕暮れは　早めのライトが　合言葉

12月21日㈮～31日㈪は
年末の交通安全県民運動

■スローガン
　夕暮れは　早めのライトが　合言葉
■運動の重点
　○高齢者の交通事故防止
　○飲酒運転の根絶
　○夕暮れ時と夜間の交通事故防止
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■
開
催
日

　

１
月
13
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館

　

10
時
30
分
～

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館

　

13
時
30
分
～

※
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、
参

　

加
対
象
地
域
で
会
場
が
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、

12
月
上
旬
に
成
人
式
の
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
、
市
内
に

住
民
票
が
な
い
方
で
、
西
条
市
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

平
成
25
年　

成
人
式

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

１
月
６
日
㈰

　

開
会
式
９
時
～

■
場
所

　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

■
距
離
・
部
門

○
１
㎞

　

小
学
１
年
生
男
子
・
女
子　
　

　

小
学
２
年
生
男
子
・
女
子

○
１
・
５
㎞

　

小
学
３
年
生
男
子
・
女
子　
　

　

小
学
４
年
生
男
子
・
女
子　

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン

○
２
㎞

　

小
学
５
年
生
男
子
・
女
子　

　

小
学
６
年
生
男
子
・
女
子　

　

中
学
生
女
子

○
３
㎞

　

中
学
生
男
子
、
一
般
女
子

○
５
㎞　

一
般
男
子

※
一
般
は
高
校
生
以
上
が
対
象

■
申
込
期
限

　

12
月
20
日
㈭
必
着

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
体
育
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

５
５
４
６

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

耐
寒
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

１
月
13
日
㈰

　

開
会
式
９
時
～

■
コ
ー
ス

　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｊ
Ｏ
を
ス
タ
ー
ト
・
中
継
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
て
東
予
運
動
公
園
内

を
周
回
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
小
学
生

■
チ
ー
ム
構
成

　

男
女
別
・
学
年
別
で
１
チ
ー
ム

4
人
構
成

■
学
年
・
距
離

○
小
学
1
・
2
年
生

　

２
㎞
（
５
０
０
ｍ
×
4
区
）

○
小
学
3
～
6
年
生

　

４
㎞
（
１
㎞
×
4
区
）

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

ち
び
っ
こ
駅
伝
大
会

　新しい年の門出を市民みんなで祝う、

平成25年新年市民祝賀会を開催します。

■会費　１人 500円

■申込方法

　12月14日㈮までに会費を添えて、市庁

舎本館３階総務課、各総合支所総務課、

各公民館でお申し込みください。

■問合せ　市庁舎本館総務課総務法制係

　　　　　℡0897－52－1256

１月４日㈮　11時日 時

総合文化会館場 所

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

８日　8：30 東予運動公園テニスコート東部地区団体対抗戦
（ソフトテニス）中学生女子の部

15日　8：30 東予運動公園テニスコート東部地区団体対抗戦
（ソフトテニス）中学生男子の部

９日　8：45 東予運動公園テニスコート東部地区団体対抗戦
（ソフトテニス）一般・高校生の部

２日　9：00 東予運動公園多目的広場スポーツ少年団さよなら大会
（ソフトボール）

２日　8：00

総合体育館

西条農業高等学校
体育館

東予体育館

石井杯９人制女子バレーボール大会

１日　8：30

２日　9：30
６日 19：00
13日 19：00

２日　9：00 小松体育館

女性のためのトレーニング教室

モハマド・イズワン・ビン・
イブラヒーム　バドミントン教室
第７回
スポーツ少年団本部長杯剣道大会

12月のスポーツカレンダー

総合体育館第30回西条近県柔道大会

22日 12：00 総合体育館ほかジュニアアスリート競技力向上セミナー

15日　9：00 西条西部公園グラウンド第７回西条地区ソフトボール交流会

９日　8：30 東予体育館宮崎正裕剣道教室

23日　9：00 ひうち陸上競技場西条市駅伝競走大会（西条会場）

▲前回のちびっこ駅伝大会の様子
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【臨時休館】　12月10日㈪・24日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　12月19日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　12月12日㈬

●日時　12月16日㈰　10時～12時
●場所　観光交流センター（ＪＲ伊予西条駅東）
●内容　地元の柿を使って、つるし柿を作ります。
●講師　田滝青果出荷組合　婦人部の皆さん
●定員　20人（先着順、小学生以下は保護者同伴）
●参加費　 500円　　●申込期限　12月14日㈮

●日時　12月16日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「大根」を使った料理を３品作り
　　　ます。当日はケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円　　●申込期限　12月７日㈮

■
日
時

　

12
月
15
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

木
造
住
宅
の
魅
力

■
講
師　

織
田　

博
氏

　

㈳
愛
媛
県
木
材
協
会
業
務
部
長

■
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
「
や
っ
て
み
た
い
」

を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
の
、
第
一

歩
を
応
援
し
ま
す
。
み
ん
な
を
元

気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

い
、
お
年
寄
り
が
楽
し
め
る
場
所

を
つ
く
り
た
い
、
手
作
り
雑
貨
を

販
売
し
た
い
…
な
ど
。
好
き
な
こ

と
、
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
、

西
条
で
い
き
い
き
と
働
く
ヒ
ン
ト

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
（
全
７
回
）

　

１
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日

㈬
・
26
日
㈯
・
30
日
㈬
・
２
月
６

日
㈬
・
13
日
㈬　

19
時
～
21
時

※
１
月
26
日
の
み
10
時
～
14
時

■
対
象

　

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
興
味
の

あ
る
女
性
、
西
条
で
新
し
い
活
動

を
始
め
た
い
と
思
う
女
性

■
定
員　

20
人
程
度

■
内
容

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
、
ハ
ッ
ピ

ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
、
働

く
女
性
と
の
座
談
会
、
企
画
体
験

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
西
条
の

魅
力
再
発
見
、
昼
食
交
流
会
等

（
昼
食
交
流
会
は
実
費
負
担
）

■
場
所　

西
条
図
書
館
（
１
月
26

日
の
み
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■
申
込
期
限
　
12
月
14
日
㈮

■
申
込
方
法

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は

「
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

申
込
み
」
と
明
記
し
、
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

※
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

　

れ
る
方
は
、
申
し
込
み
時
に
商

　

工
労
政
課
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
　

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

F
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
０

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

～「
や
っ
て
み
た
い
！
」を
カ
タ
チ
に
～

■
期
間　

12
月
５
日
㈬
・
７
日
㈮

・
９
日
㈰

※
12
月
８
日
㈯
は
予
備
日

■
時
間　

19
時
～
21
時
30
分

（
12
月
９
日
は
９
時
～
21
時
）

■
内
容　

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
ツ

ア
ー
、
音
響
・
照
明
操
作
の
実
習
、

公
演
で
の
作
動
実
技　

■
申
込
期
限　

12
月
４
日
㈫

■
申
込
先　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

３
５
５
５

ホ
ー
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

愛
媛
県
で
は
、
県
、
市
、
住
民

な
ど
が
一
体
と
な
り
、
防
災
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

昭
和
南
海
地
震
発
生
日
の
12
月
21

日
を
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」、
12

月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
を
「
え
ひ

め
防
災
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
週
間
に
合
わ
せ
て
、
防
災

意
識
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
23
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所

　
フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条
駐
車
場

■
内
容

　

防
災
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
、

起
震
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
土
石
流

３
Ｄ
体
感
シ
ア
タ
ー
、
消
防
自
動

車
展
示
、
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
、
救

命
講
習
・
消
火
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

災
害
写
真
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

■
問
合
せ　

愛
媛
県
東
予
地
方
局

消
防
防
災
安
全
室

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
６

－

３
７
３
１

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

え
ひ
め
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲防災服のみきゃん
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あ
な
た
は
い
ざ
と
い
う
時
に
大

切
な
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？　

消
防
署
で
は
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法
、

異
物
除
去
法
な
ど
応
急
手
当
て
を

学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

　

12
月
16
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
大
会
議
室

■
申
込
先　

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－
０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

【
道
ば
た
の
草
花
　
観
察
散
歩
】

■
日
時　

12
月
13
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
植
物
か
ら
葉
書
づ
く
り
　
ヒ
メ

コ
ウ
ゾ
編
】

　

天
然
の
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
の
枝
を
使

っ
て
紙
を
漉
き
ま
す
。

■
日
時　

12
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
草
木
染
・
落
ち
葉
で
染
め
る
】

■
日
時　

12
月
19
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円
と
布
代

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
教
室
】

■
日
時　

12
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
申
込
先
】

　
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

■
日
時

○
初
級
（
全
７
回
）

　

１
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮
・
21
日

　

㈪
～
23
日
㈬

　

10
時
～
12
時

○
中
級
（
全
７
回
）

　

１
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮
・
28
日

　

㈪
～
２
月
１
日
㈮

　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容

○
初
級

　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級

　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
を
使
っ
た
文

　

書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

　

７
を
使
用
し
ま
す
。

■
定
員

　

初
級
20
人
・
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
１
０
０
円
程
度

○
中
級　

１
３
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

12
月
18
日
㈫

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
級
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
４
１

　

西
条
市
神
拝
１
５
０
番
地
１

㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
開
催
日

　

12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
・
15
日

㈯
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰

■
開
催
時
間

　

14
時
～
（
約
１
０
０
分
）

■
対
象　

満
20
歳
以
上
の
方

■
内
容

　

映
像
上
映
、
工
場
見
学
、
外
国

ビ
ー
ル
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
試

飲
な
ど

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
予
約
可

■
申
込
先

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

　

ご
案
内
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

URLhttp://w
w
w
.asahibeer.co.jp

　

/brew
ery/

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

世
界
の
ビ
ー
ル
講
座

　

市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
ス
ポ
ッ
ト

や
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
等
を
ガ
イ

ド
と
め
ぐ
り
、
西
条
の
水
・
歴
史

・
環
境
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
16
日
㈰　

10
時
～

■
コ
ー
ス

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
～
ア
ク
ア

ト
ピ
ア
水
系
周
辺

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

12
月
10
日
㈪

■
問
合
せ　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

URLhttp://saijo-im
adoki.hetem

l.

　

jp/archives/159

ガ
イ
ド
と
学
ぶ
水
め
ぐ
り
学
習
会

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

う
つ
病
に
関
す
る
知
識
を
得
て
、

家
族
と
し
て
の
関
わ
り
方
や
家
族

の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

①
12
月
６
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

講
師　

山
内
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

山
内
寿
恵
氏

　

演
題　

う
つ
病
の
理
解
に
つ
い
て

②
12
月
19
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾

　
　
　
　

村
松
つ
ね
氏

　

演
題　

家
族
の
対
応
に
つ
い
て

③
１
月
18
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

講
師　

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

　
　
　
　

ネ
ス
・
ハ
ー
ツ
本
町

　

演
題　

家
族
が
元
気
で
あ
る
た

　
　
　
　

め
に
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

■
場
所　

愛
媛
県
東
予
地
方
局

　

２
階
健
康
増
進
室
（
喜
多
川
）

■
対
象　

う
つ
病
で
治
療
中
の
方

の
家
族
（
家
族
限
定
）　

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限

　

12
月
５
日
㈬
（
電
話
受
付
）

■
問
合
せ　

愛
媛
県
東
予
地
方
局

　

西
条
保
健
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

（
内
線
３
０
３
・
３
１
６
）

う
つ
病
家
族
教
室
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【
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
・
推
薦
）】

■
受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
平
成
25

年
３
月
中
学
校
卒
業
見
込
者
含
む
）

■
受
付
期
限

○
一
般　

平
成
25
年
１
月
７
日
㈪

○
推
薦　

12
月
７
日
㈮

■
試
験
日

○
一
般　

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

○
推
薦　

平
成
25
年
１
月
12
日
㈯

　

～
14
日
㈪
の
う
ち
１
日

■
試
験
場
所

○
一
般　

　

新
居
浜
テ
レ
コ
ム
プ
ラ
ザ

（
新
居
浜
市
坂
井
町
２

－

３

－

17
）

○
推
薦　

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
防
衛
大
学
校
生
（
一
般
採
用
試

験
・
後
期
）】

■
受
験
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
18
歳

以
上
21
歳
未
満

■
受
付
期
間　

平
成
25
年
１
月
23

日
㈬
～
２
月
１
日
㈮

■
試
験
日

○
一
次　

平
成
25
年
３
月
２
日
㈯

○
二
次　

平
成
25
年
３
月
15
日
㈮

■
試
験
場
所　

防
衛
大
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
貸
費
学
生
】

■
受
験
資
格

　

大
学
理
学
部
・
工
学
部
の
３
・

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程

在
学
者

■
受
付
期
間　

12
月
１
日
㈯
～
平

成
25
年
１
月
11
日
㈮

■
試
験
日

　

平
成
25
年
１
月
26
日
㈯

■
試
験
場
所

※
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
３
２

－

５
３
９
６

　【
広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等

学
校
普
通
科
】

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。

Ｎ
Ｈ
K
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

を
利
用
し
た
教
育
課
程
で
３
年
間

で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
登
校
は
月
に
１
～
２
回
。

■
対
象

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
平
成

25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
、
高

等
学
校
を
中
退
さ
れ
た
方
な
ど

■
履
修
期
間

　

３
年
（
転
入
・
編
入
あ
り
）

■
申
込
方
法　

請
求
に
よ
り
入
学

案
内
書
と
願
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

出
願
受
付
順
に
書
類
選
考
と
面
接

を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
間

○
推
薦　

平
成
25
年
１
月
18
日
㈮

　

～
24
日
㈭
（
必
着
）

○
一
般　

平
成
25
年
１
月
25
日
㈮

　

～
４
月
30
日
㈫
（
必
着
）

【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】

　

趣
味
、
教
養
か
ら
語
学
、
資
格

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が

２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。

　

無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
申
込
み
は
１
年
を
通
し
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象　

一
般
希
望
者

■
履
修
期
間　

３
カ
月
～
１
年

※
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

請
求
に
よ
り
案
内

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
電
話
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

　

〒
１
８
６

－

８
０
０
１

　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
　

３
６

－

２　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

広
報
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１

F
０
４
２

－

５
７
４

－

１
０
０
６

URLhttp://w
w
w
.n-gaku.jp/

自
衛
官
募
集

　

南
予
で
運
行
す
る
鉄
道
や
バ
ス
、

旅
客
船
か
ら
撮
っ
た
写
真
、
ま
た

そ
れ
ら
を
被
写
体
に
し
た
写
真
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
南
予
の
特
産
品

を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県

の
施
設
や
駅
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。

　

南
予
へ
の
旅
情
を
い
ざ
な
う
写

真
を
撮
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

平
成
25
年
２
月
15
日
㈮

■
応
募
方
法

　
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
と
応
募
票

を
県
庁
観
光
物
産
課
（
松
山
市
一

番
町
４

－

４

－

２
）
ま
で
、
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
票
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
規
定
、
郵
送
先
な
ど
詳
細

　

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

南
予
広
域
連
携
観
光
交
流
推
進

　

協
議
会
（
県
庁
観
光
物
産
課
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
４
９
２

URLhttp://w
w
w
.tabinanyo.jp/

　

index_pc.htm
l

愛
媛
県
西
南
地
域
（
南
予
）

旅
情
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
自
然

科
学
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
方　

　

１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履

修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

■
18
歳
以
上
で
大
学
入
試
資
格
を

持
つ
方　

　

学
力
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
１
２
４
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方　

　

放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
限

　

平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

■
資
料
請
求
・
問
合
せ　

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

URLhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学　

４
月
入
学
生
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制

高
等
学
校
生
徒
等
募
集



●丹原地域小・中学生作品展
　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示します。
期間　12月18日㈫～１月11日㈮
●佐伯勇先生顕彰展
　丹原町出身で青少年育成に尽力された実業家・佐伯勇氏
の遺徳を称え、愛用の品や貴重な写真を展示しています。
期間　～12月12日㈬まで

【開館時間】８時30分～17時　
【12月休館日】月曜日、23日㈰、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市民愛蔵品展
　市民の方が所有している美術品を展示します。
期間　12月２日㈰～15日㈯
●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作
品を展示します。
期間　12月20日㈭～２月11日㈪

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●特別展示「刀匠今井貞重～日本刀鍛錬所とその作品～」
　「鉄心入道平貞重」こと今井貞重は、親子二代で刀鍛
冶として活躍。二代目貞重は、西条市指定の無形文化財
保持者でした。その鍛錬所は今年１月に解体されて地元
集会所に建て替わりました。今回は、「日本刀鍛錬所」
当時の写真や使われた道具、貞重の作刀を紹介します。
期間　12月９日㈰～２月11日㈪　

【開館時間】９時～17時30分　　
【12月休館日】水曜日、25日㈫、29日㈯～31日㈪
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●干支の郷土玩具展
　来年の干支「巳」にちなんだ、伝統
的郷土玩具を展示します。
期間　12月18日㈫～１月29日㈫
●現代の暮らしの手仕事展と販売会
　「手仕事フォーラム」代表の久野恵一氏による、日本
の手仕事作品展の展示と販売会を行います。
期間　12月12日㈬～１月15日㈫
●現代作家の陶芸作品展　　期間　～12月15日㈯まで

【開館時間】９時～16時30分
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市内小・中学生無料開放日
日時　12月１日㈯・８日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　12月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】 10時～21時　
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～４日㈮

●特別展示　籐細工作品展
　ユニークな作品ばかり展示します。
期間　12月８日㈯～24日㈪

【開館時間】９時～17時
【12月休館日】月曜日、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭　　　　　　　　　

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【12月と年始の休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●ＨＩＲＯＫＡＷＡ　ＭＩＫＡ　作品展
　殺処分される命をテーマとした作品や、「ＬＯＶＥ」
と「想い」を伝える作品など、日々の暮らしの中で心が
動いた対象を、日記のように描いています。
期間　12月１日㈯～12月31日㈪　　
●「まぼろしの天狗黒茶」試飲会
　小松町で栽培され、独特の香りと酸味
が特徴の天狗黒茶。うちぬきの水を使っ
た、温かいお茶をどうぞ。
日時　12月26日㈬・27日㈭
　　　13時～15時
場所　石鎚山ハイウェイオアシス館
●カフェレスト「シャラ」12月限定メニュー
　12月の日曜日、お刺身をメインとした「つばき定食」
を１日20食限定で提供します。
　広報11月号で紹介した「小松菜入り
豆乳厚焼き玉子」を、椿油で調理した
一品もついてくるので、ぜひ味わって
みてください。
●石鎚写真美術館「冬の訪れ」
　オアシス館では、高橋毅氏による石鎚山の写真を常設
展示していますが、このたび冬の作品に入れ替えました。
　高橋氏は「厳冬期の石鎚山は、人を容易に寄せつけな
い姿をしている。遭難事故に気を付けてください」とお
っしゃっています。
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●丹原地域小・中学生作品展
　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示します。
期間　12月18日㈫～１月11日㈮
●佐伯勇先生顕彰展
　丹原町出身で青少年育成に尽力された実業家・佐伯勇氏
の遺徳を称え、愛用の品や貴重な写真を展示しています。
期間　～12月12日㈬まで

【開館時間】８時30分～17時　
【12月休館日】月曜日、23日㈰、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市民愛蔵品展
　市民の方が所有している美術品を展示します。
期間　12月２日㈰～15日㈯
●和紙教室作品展
　俳画、ちぎり絵、人形、染紙など和紙教室受講生の作
品を展示します。
期間　12月20日㈭～２月11日㈪

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●特別展示「刀匠今井貞重～日本刀鍛錬所とその作品～」
　「鉄心入道平貞重」こと今井貞重は、親子二代で刀鍛
冶として活躍。二代目貞重は、西条市指定の無形文化財
保持者でした。その鍛錬所は今年１月に解体されて地元
集会所に建て替わりました。今回は、「日本刀鍛錬所」
当時の写真や使われた道具、貞重の作刀を紹介します。
期間　12月９日㈰～２月11日㈪　

【開館時間】９時～17時30分　　
【12月休館日】水曜日、25日㈫、29日㈯～31日㈪
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●干支の郷土玩具展
　来年の干支「巳」にちなんだ、伝統
的郷土玩具を展示します。
期間　12月18日㈫～１月29日㈫
●現代の暮らしの手仕事展と販売会
　「手仕事フォーラム」代表の久野恵一氏による、日本
の手仕事作品展の展示と販売会を行います。
期間　12月12日㈬～１月15日㈫
●現代作家の陶芸作品展　　期間　～12月15日㈯まで

【開館時間】９時～16時30分
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、28日㈮～30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●市内小・中学生無料開放日
日時　12月１日㈯・８日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　12月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】 10時～21時　
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～４日㈮

●特別展示　籐細工作品展
　ユニークな作品ばかり展示します。
期間　12月８日㈯～24日㈪

【開館時間】９時～17時
【12月休館日】月曜日、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭　　　　　　　　　

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【12月と年始の休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●ＨＩＲＯＫＡＷＡ　ＭＩＫＡ　作品展
　殺処分される命をテーマとした作品や、「ＬＯＶＥ」
と「想い」を伝える作品など、日々の暮らしの中で心が
動いた対象を、日記のように描いています。
期間　12月１日㈯～12月31日㈪　　
●「まぼろしの天狗黒茶」試飲会
　小松町で栽培され、独特の香りと酸味
が特徴の天狗黒茶。うちぬきの水を使っ
た、温かいお茶をどうぞ。
日時　12月26日㈬・27日㈭
　　　13時～15時
場所　石鎚山ハイウェイオアシス館
●カフェレスト「シャラ」12月限定メニュー
　12月の日曜日、お刺身をメインとした「つばき定食」
を１日20食限定で提供します。
　広報11月号で紹介した「小松菜入り
豆乳厚焼き玉子」を、椿油で調理した
一品もついてくるので、ぜひ味わって
みてください。
●石鎚写真美術館「冬の訪れ」
　オアシス館では、高橋毅氏による石鎚山の写真を常設
展示していますが、このたび冬の作品に入れ替えました。
　高橋氏は「厳冬期の石鎚山は、人を容易に寄せつけな
い姿をしている。遭難事故に気を付けてください」とお
っしゃっています。

【開館時間】８時30分～17時
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、
　　15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　（幼児、65歳以上の方は無料）

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

こどもの国　12月の行事予定表

２日㈰
10：00～12：00

備　　　　考

１日㈯
13：30～15：30

楽しい英語絵本の読み聞かせ

23日㈰
10：00～12：00

ストーリーテリング
毎週土曜日
（29日除く）
11：00～11：30

木彫教室
年賀状用のけしごむハンコ

２日㈰
13：30～15：30

８日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：20人
材料費：500円

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース

５歳～小学生　定員：30人
材料費：500円
幼児は保護者同伴

囲碁教室 ２日㈰
13：30～15：00

太陽や星を見る会（第５回）
冬の星座と木星

８日㈯
19：00～20：30

小学生　定員：20人　材料費：500円
申込期限：12月９日㈰　12時まで
※定員を超えた場合は抽選

22日㈯
10：00～12：00

16日㈰
10：00～12：00

15日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：20人
材料費：500円フラワーアレンジメント教室

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：200円

●のみの市
　ご家庭に不用品があればご提供ください。
日時　１月４日㈮～14日㈪

電子工作教室
（新）キャップライト

イラスト教室

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※１月の行事予定表は、12月15日㈯からこどもの国にあります。

染め物教室

小学生以上　定員：60人
小学３年生以下は保護者同伴

小学３年生～中学生
定員：20人　材料費：100円

クリスマス会

小学生以上　定員：15人
小学３年生以下は保護者同伴

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース将棋教室 23日㈰

13：30～15：00

27日㈭
10：00～12：00

５歳～小学生　定員：20人
材料費：200円
幼児は保護者同伴

おもしろ紙ねんど教室
恐竜をつくろう

９日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学３年生以下は保護者同伴
材料費：250円　必要な物：エプロン

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土曜日
（29日除く）
14：00～14：30

小学２～６年生　定員：15人　
必要な物：絵の具道具絵画教室 15日㈯

10：00～12：00

エコクラフト教室
かんたんかご作り

●木工教室
日時　12月８日㈯・22日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
日時　12月７日㈮・21日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　12月５日㈬・19日㈬　13時30分～15時30分
●12月企画展「カッパの会スケッチ水彩画展」
期間　12月１日㈯～24日㈪

【開館時間】９時～22時　
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

●西条の丘陵遺跡展
　西条の丘陵遺跡を代表する、
八堂山・半田山・明穂の各遺跡
の出土品を展示。それらの類似
点や相違点を通して、なぜここ
に人々は暮らしたのか、考えてみませんか。
期間　12月11日㈫～１月30日㈬
●火おこし体験
日時　12月９日㈰・16日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。
【開館時間】９時～17時
【12月休館日】月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬、29日㈯、30日㈰
【年始休館日】１月１日㈫～３日㈭

四国鉄道文化館
●新幹線こぼれ話
　ＪＲ西日本で電車の検査や指令業務を経験し、現在は
当館職員である菅さんの楽しいお話を聞きませんか。
日時　12月28日㈮　11時～
●記念写真プレゼント
　広角レンズを装着した一眼レフカメラで、新幹線０系
先頭車やＤＦ50を背景に撮った記念写真をプレゼント。
日時　12月30日㈰　　※先着100人
●ＤＦ50エンジンルーム公開
　車体に沿って設置した見学用通路から、巨大なエンジ
ンや発電機など内部を見ることができます。
日時　12月25日㈫～１月７日㈪
観光交流センター
●西条秋まつり　写真コンテスト入賞作品展示
日時　12月14日㈮～１月25日㈮

グラスアート教室
干支の飾り

おもしろ竹細工教室
バランスとんぼ

【開館時間】８時～19時
【12月休館日】水曜日　※観光交流センターは12月・１月無休
【年始休館日】水曜日（１月２日開館）、４日㈮
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西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　 ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時　　
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【12月と年始の休館日】
　　　　　　　西条図書館：28日㈮～１月３日㈭
　　　　　　　東予図書館：月曜日（24日開館）、25日㈫、26日㈬
　　　　　　　　　　　　　28日㈮～１月３日㈭
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、25日㈫、29日㈯～１月４日㈮　　　
　　　　　　　小松温芳図書館：水曜日、25日㈫、28日㈮～１月３日㈭

●７・21日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●14日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●１日・15日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●９日・23日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　12月８日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　12月19日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時
　　　　　　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　12月19日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　12月８日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　12月27日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　12月22日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●10日・24日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●４日・18日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●12日・26日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●13日・27日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●ゲーム遊び（要申込）
　12月８日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　　定員：15人
●クリスマス会（要申込）
　12月９日㈰　13時30分～15時
　対象：小学生　　定員：10人
●ニコニコクッキング
　「手打ちうどん作り」（要申込）
　12月15日㈯　10時～12時　　場所：大町公民館調理室
　対象：小学生　　定員：10人　　必要な物：エプロン、三角
　巾、ハンドタオル、うどん用トッピング

●茶道クラブ
　12月８日㈯　10時～12時　　対象：幼児、小学生
●クリスマスツリーの壁掛け作り（要申込）
　12月８日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人
●リズム教室
　12月15日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●クリスマス会（要申込）
　12月15日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生　　定員：50人
　ゲーム、クリスマスケーキ作り、プレゼント交換など

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【12月と年始の休館日】月曜日、23日㈰、29日㈯～１月３日㈭

■市内４児童館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）
　12月22日㈯　14時～15時　　場所：各児童館　　対象：小学生　　定員：15人
　さまざまな種目にチャレンジして、得点を競います。　12月の種目：クリスマス企画　とびだせサンタ！

●クリスマス会（要申込）
　12月１日㈯　10時～11時30分　　対象：幼児・小学生
　定員：50人　　楽器演奏、ゲーム、
　おはなしペープサートなど
●食べられるツリー作り（要申込）
　12月15日㈯　10時～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：50人
　ビスケットを使ったクリスマス
　ツリー作り

●こども映画会「ナイトメアー・ビフォア・クリスマス」
　12月１日㈯　13時30分～14時45分
●クリスマス会（要申込）
　12月８日㈯　10時30分～　対象：幼児・小学生
　定員：40人　必要な物：米１合
　クリスマスシアター、おにぎりパーティーなど
●かんたん工作「お正月飾り作り」（要申込）
　12月15日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：15人
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①　大根は２～３㎝厚さの輪切りにし、皮を厚めにむく。
　面取り（角の部分をむく）して、隠し包丁を入れる（片
　面に十文字の切り目を入れる）。
②　鍋に大根を入れ、かぶるくらいの米のとぎ汁を注いで
　中火にかけ、くしが通る程度の堅さになったら、火から
　下ろして水で洗う。大根は取り出し鍋をきれいにする。
③　鍋に昆布を敷き、②の大根とかぶるくらいの水を入れ
　中火にかけ、沸騰したら弱火で軟らかくなるまで煮る。
④　大根を器に盛り、べっこう餡をかけて柚子、白髪ネギ
　を沿えて完成。
【べっこう餡】
①　水溶き片栗粉、キノコ以外の材料を火にかけ沸かす。
②　①にキノコを入れ、水溶き片栗粉を加えてかき回しな
　がらとろみをつけたら完成。

　葉つきのままだと、葉が根の
養分を吸い上げて鮮度が落ちる
ため、買ったらすぐに切り離し
てください。大根の葉は緑黄色
野菜に分類され、栄養価の高い
食材なので、捨てずに炒め物や
菜飯などにおすすめです。

　自然の中で育つ野菜たちは、季節の移り変わりと
ともにそれぞれの「旬」を迎えます。旬のときにと
れる食べ物は味も香りも良く、栄養価も高くなりま
す。ハウス栽培などで１年中出回る野菜もあります
が、おいしい旬の食材を使った料理で、四季折々の
自然の恵みを楽しみましょう。

おいしさ・栄養満点 !!　「旬」の食材

栄養士チェック
　大根はビタミンＣが豊富で風邪によく効くといわれます。
ほかにも消化酵素のジアスターゼなどが含まれているので、
食物の消化・吸収を助け、辛み成分は殺菌作用があります。
　体調が悪いときや食欲がないときは大根を煮たり、おろし
にしたりして、いろいろな料理で食べると効果的です。

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分）
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平野　篤さん

ジュニア野菜ソムリエ
高橋貴子さん

　新鮮な野菜や魚貝類など地元の
食材を大切に活かし、お客様に喜
んでいただける料理づくりに励ん
でいます。名水で育った西条の大
根は、みずみずしくて大変おいし
ので、ご家庭でもぜひ西条産を使
っていただきたいです。

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 100kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥‥3.4ｇ
脂質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4ｇ
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ほ
ど
辛
み
が
弱
い
の
で
、

上
部
は
生
食
、
中
央
は
煮
物
、
下
部
は
薬

味
な
ど
、
部
位
に
よ
っ
て
調
理
方
法
を
使

い
分
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

大根の
茸べっこう餡かけ
大根の
茸べっこう餡かけ

大根 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12㎝程度　　米のとぎ汁 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
昆布 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １枚　　柚子（せん切り） ‥‥‥‥‥ 適量
長ネギ（白髪ネギ） ‥‥‥‥ 適量
【べっこう餡】
出汁（かつお） ‥‥‥‥‥ 800ml　　うす口しょうゆ ‥‥‥‥‥‥ 30ml
こい口しょうゆ ‥‥‥‥‥‥ 30ml　　みりん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60ml
しょうが汁 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量　　水溶き片栗粉 ‥‥‥‥‥‥‥ 適量
キノコ（シイタケ、シメジ、エリンギ、マイタケ） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

にしたりして、いろいろな料ろいろなしたりし

遊食酒たけうま

新
食材
んで
でい
根は
ので
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　少年消防クラブは、防火や防災について学ぶとともに、災害のな
い明るい地域づくりの一翼を担う子どもたちの育成を目的に、さま
ざまな活動を展開しています。

　

　千人を超える来場者でにぎわった７回目となる獅子舞フェスティ
バルでは、市内の８つの団体にゲストの４団体が加わり、軽快な太
鼓のリズムにのって華麗な舞いが披露されました。
　こうした地域芸能の伝承活動が、地域づくりや自主防災などの主
体となるコミュニティの活性化に大きく寄与しているのです。

　東予体育館駐車場
で好天のもと開催さ
れた東予地区米まつ
り・魚まつり。
　新米を炊く良い匂
いが漂う中その試食
コーナーのほかに、
トラ箱での鮮魚販売
やじゃこ天・餅の実
演販売、震災被災地
の福島県産りんごの
販売なども行われま
した。そして恒例の
餅投げが始まると、
会場は大きな歓声に
包まれていました。

　「大地の恵み　自然の恵み　輝く瞳で生み出す力」をメインテ
ーマに、第55回西条市産業祭が西条農業高校を会場に開催されま
した。西農高生による農業学習展や各種団体の産業展・文化展の
ほか、即売のコーナーは毎年大盛況で、特に西農高産のタマネギ
苗や花苗の販売には、長蛇の列ができ早々に完売していました。

10/28  コミュニティ防災の醸成をめざして

災害のない地域づくりの一翼を担う少年消防クラブ 

11/10・11  地域のみんなで未来を拓け 11/4   地産地消を推進しよう！

　10月27・28日の両日、総合文化会館で開催された西条地域秋季市民芸術文化祭。書道や洋画、生け花、木彫などの数多くの労作が展
示された美術展。大正琴や日舞・三曲・コーラスなどの熱演が披露された芸能祭。さらに小学生らによるお茶席も設けられました。ま
た、11月３日に幼稚園児の合唱で開幕した東予地域文化祭は、中央公民館や東予体育館、東予郷土館・図書館を会場に４日まで開催。
文化協会や公民館での日ごろからの文化芸術活動が発表披露されたほか、花苗の販売やのみの市、カブトガニ講演会、お茶席などが行
われました。さらに11月10・11日にも小松公民館で小松文化祭が開催され、展示された書画や生け花などの力作が来場者の目を楽しま
せ、カラオケや舞踊などの芸能発表会場は熱気に包まれていました。また、お茶の接待やバザーで一息つく人の姿も見られました。
　いずれの会場にも多くの市民が訪れ、深まりつつある秋色の中、文化の香り高いひと時を楽しんでいました。

　そうした中、10月31
日に、休校中の浦山小
学校を除くと市内の小
学校では最後の結成と
なる少年消防クラブが
田滝小学校に誕生し、
結成式が執り行われま
した。
　また、その田滝小メ
ンバーにとっては初参
加となる第８回少年消
防クラブ大会が、11月
４日に市内の各少年・
幼年消防クラブ員や消
防団員、消防職員など
関係者1100人が一堂に
集い開催されました。
　大会では、クラブ員
が主体的に取り組んだ
研究成果の発表だけで
なく、幼年消防クラブ
員の踊りや女性消防団
員による防災に関する
寸劇なども披露されま
した。

第33回 小松文化祭

▲

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
会
場
の
熱
気
で
雨
雲
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た

▲

揃
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
堂
々
と
発
表

▲
豊
穣
の
秋
に
恒
例
の
開
催

▲ 田滝小学校少年消防クラブの皆さん

▲

三
人
で
力
を
合
わ
せ
て
重
い
杵
を…

芸術の秋！ あなたはどんな文化を育みましたか？　
第64回 西条地域秋季市民芸術文化祭第32回 東予地域文化祭
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約百人が参加し、ウォーミングアップから守備・打撃練習まで、実
績に裏打ちされたトップレベルの指導に触れる機会となりました。

　四国では初となるスポンジボールテニスの全国大会が、市総合
体育館で２日間にわたって開催されました。
　各地から駆けつけた参加者は、年齢制限のないフリーの部と50
歳以上のシルバーの部で、日ごろの練習成果を発揮して熱戦を繰
り広げていました。

　スポーツの
秋にふさわし
い爽やかな好
天のもと、東
予運動公園で
行われたレク
リエーション
大会。　　　
　来場者の皆
さんは、誰で
も楽しめる簡
単なスポーツ
やゲームなど
盛りだくさん
のメニューだ
けでなく、小
動物とのふれ
あいやバザー
などで、時を
忘れて楽しい
休日を過ごし
ていました。

　西条市出身で、現在はイタリアのプロサッカーリーグ・セリエＡ
のインテルミラノで活躍中の長友佑都選手の協力を得て、市サッカ
ー協会が開催した大会には、県内外から64チームが参加しました。
　ひたむきなプレーを見せる選手たちに長友選手から激励のメッセ
ージやサッカー用品が贈られるなど、心に残る一日となりました。

　男子第63回・女子第24回全国高校駅伝県予選会が、ひうち陸上
競技場の付設コースで男子15・女子12チームが参加して行われ、
思いのこもった母校のたすきをつなぐ熱戦が展開されました。
　見事アベック優勝を果たした八幡浜高校の男女チームは、12月
23日開催の全国高校駅伝競走大会（京都市）に出場します。

　我がまちが
「シェア日本
一」「発祥の
地」をうたう
自治体の、特
産品などをＰ
Ｒするととも
に即売も行う
「ナンバーワ
ンフェスタ」
が、関西国際
空港で開催さ
れました。
　全国から22

10/8  オリックス・バファローズ硬式野球教室10/20～21  全国スポンジボールテニス大会

10/21  レクリエーション大会11/3  長友カップ  (西条市少年サッカー大会 Ｕ-12）

11/4 全国高校駅伝競走大会県予選会

スポーツの秋！ あなたは爽やかな汗を流しましたか？　

10/28 関西国際空港に全国のナンバーワンが大集合！

　近鉄バファローズの
名三塁手として大活躍
した羽田耕一先生や、
元プロ野球選手・元五
輪代表選手ら計７人も
の豪華講師陣による次
世代育成支援スポーツ
事業「硬式野球教室」
には、市内の小中学生

▲

お
手
本
を
示
し
な
が
ら
の
コ
ー
チ
ン
グ

▲
 

ス
リ
リ
ン
グ
で
か
つ
白
熱
し
た
プ
レ
イ
の
連
続
！

▲
 

み
ん
な
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

▲

競
技
場
内
だ
け
で
な
く
、沿
道
か
ら
も
途
切
れ
る
こ
と
な
い
声
援
が…の自治体が参加したこの催し

には、西条市も日本一の生産
量を誇る「愛宕柿」「裸麦」
「西条の七草」のほか、多く
の特産品などを出品して、行
き交う空港利用者に当市の魅
力を広く発信しました。

▲
 

多
く
の
方
に
西
条
産
品
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た

▲

日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
な
っ
て
長
友
選
手
に
続
け
！
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋
　

選

運
命
を
託た

く

し
て
軽
き
遍
路
杖

　
　
　
　
　
藤

　
　
泉

父
母
の
墓
に
詣
で
て
話
す
る

　
　
　
　
塩
見
眞
由
美

木も
く
せ
い犀

や
身
じ
ろ
け
ば
ま
た
香
も
揺
ら
ぐ

　
三
好
清
信

秋
祭
ど
こ
へ
も
行
か
ず
誰
も
来
ず

　
　
　
三
谷
福
美

並
べ
あ
る
秋さ

ん

ま

刀
魚
一
尾
を
買
ひ
に
け
り

　
森
田

　
薫

弔
ち
ょ
う
じ
ゅ
う銃

の
硝

し
ょ
う
え
ん煙

残
る
秋
の
天

　
　
　
　
　
　
青
野
義
明

愛
用
の
瓢

ふ
く
べ

を
腰
に
紅
葉
狩

　
　
　
　
　
　
伊
藤
通
友

右
往
左
往
風
に
遊
ば
る
落
葉
か
な
　
　
　
宮
田
　
忍

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

伊

藤

凡

々
　

選

深
呼
吸
し
た
く
な
っ
た
よ
秋
の
空
　
　
　
林
マ
キ
子

子
離
れ
の
出
来
ぬ
親
も
つ
不
幸
せ
　
　
日
和
佐
与
里

退
院
の
吉
日
仰
ぐ
空
の
青
　
　
　
　
　
　
川
原
利
代

ち
ゃ
ん
付
け
で
喜き

じ

ゅ寿
の
祝
い
の
同
期
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ト
シ
子

ち
ぎ
り
絵
の
仕
上
が
り
も
よ
い
今
日
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
道
子

好
き
な
事
し
て
い
る
時
間
短
か
過
ぎ
　
木
原
恵
美
子

苦
労
し
た
過
去
は
語
ら
ぬ
笑
い
皺
　
　
　
神
尾
禮
子

曼
珠
沙
華
燃
え
る
心
を
秘
め
て
い
る
　
　
鈴
木
幸
一

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸
　

選			

新
し
く
出
来
た
祭
着
買
い
揃
え
座
敷
に
広
げ
愛ま

な
む
こ婿

を

待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
静
香

病
院
の
窓
開
け
放
ち
だ
ん
じ
り
と
神
輿
の
渡
御
を
待

つ
患
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
ウ
メ
ノ

あ
た
た
か
き
銀
杏
飯
の
翡ひ

す

い翠
色
か
が
や
く
卓
に
秋
刀

魚
も
添
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
利
枝

稲
木
組
む
と
槌
打
つ
人
の
影
二
つ
重
き
槌
音
棚
田
に

ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
広
司

朝
の
冷
え
一
雨
ご
と
に
深
む
秋
東
の
空
に
金
星
ひ
と

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
和
子

切
り
株
の
浅
き
く
ぼ
み
に
水
た
ま
り
杉
苗
い
く
つ
か

細
く
伸
び
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
マ
チ
子

知
恵
の
つ
く
兆
と
思
ふ
み
ど
り
児
は
人
見
知
り
し
て

大
声
に
泣
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
利
代

電
線
に
寄
添
い
止
ま
る
夫め

お

と婦
鳩
頬
笑
ま
し
く
も
羨
ま

し
く
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
加
房
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲外国語指導助手
　サーシャ・
　ウィングフェールドさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめまして。私はサーシャ・ウィングフェールドです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　８月に愛媛に来ました。今は丹原に住み、中学校と小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　で外国語指導助手として働いています。以前はニュージー
　　　　　　　　　　　　　　　　　ランドのクライストチャーチという都市に暮らしていまし
　た。大学で日本語を４年間勉強して、今年卒業できました。
　　実は、私は13歳から日本語を勉強しています。当時私の学校では８年生（12・13歳）はマオ
　リ語と日本語を学ぶことになっていました。ひらがななどは習いませんでしたが、家族や教室
　に関する簡単な単語と日本の文化や習慣についていろいろ習いました。私にとってとても楽し
　い授業でした。
　　ある日、元学生が学校に来ました。彼女も８年生の時に日本語の授業を受けました。彼女は
　高校でも日本語の勉強を続け、日本に留学していたと語りました。彼女の話を聞き、いつか日
　本に留学する夢を抱きはじめました。その後私も日本語の勉強を続けました。そして、いよい
　よ18歳の時に福井県に留学できました。とても良い経験でしたし、日本が大好きになりました。
　　今回は仕事で愛する日本に戻れて心から感謝しています。私が日本語の授業を楽しめたよう
　にここの中学生と小学生も英語の授業を楽しみ、夢ができることを私は願っています。
　　よろしくお願いします。

西条市の皆さまへ
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兵
庫
県
川
西
市
の
高
校
生
、
滋

賀
県
大
津
市
の
中
学
生
の
自
殺
な

ど
、
学
校
に
お
け
る
深
刻
な
い
じ

め
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ
、
い
じ

め
問
題
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
今
年
の
８
月
に
次
の
よ
う
な

「
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
緊
急
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
し
ま
し
た
。

　

「
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
は
、

ス
ト
レ
ス
の
解
消
の
つ
も
り
、
遊

び
半
分
で
や
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
相
手
の
人

を
死
に
追
い
や
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
の
人
生
も
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
も
の
に
し
か
ね
ま
せ
ん
。
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
し
て

い
る
人
は
す
ぐ
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。

　

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
、
い

じ
め
を
見
た
人
、
聞
い
た
人
は
、

私
た
ち
、
人
権
擁
護
委
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
（
中
略
）

　

保
護
者
の
方
も
、
お
子
さ
ん
を

護
る
た
め
に
、
人
権
擁
護
委
員
を

御
活
用
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
未
来
は
人
類
の
未
来

な
の
で
す
。
こ
の
未
来
を
希
望
に

満
ち
た
も
の
に
し
た
い
。
こ
れ
が

私
た
ち
の
願
い
で
す
。
」

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
い
じ
め

に
よ
る
自
殺
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
緊
急
に
発

せ
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
い
じ
め

問
題
の
根
絶
を
め
ざ
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
等
が
連

携
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
で
は
、
「
人
権
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
見

つ
め
る
人
権
・
同
和
教
育
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
「
差
別
し
な
い
、

差
別
に
負
け
な
い
、
差
別
を
許
さ

な
い
児
童
・
生
徒
を
育
て
る
」
こ

と
を
目
標
と
し
、
「
自
尊
感
情
を

育
て
る
」
「
個
性
を
尊
重
し
違
い

を
認
め
る
」
「
仲
間
意
識
を
育
て

る
」
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

が
、
「
い
じ
め
を
し
な
い
、
い
じ

め
に
負
け
な
い
、
い
じ
め
を
許
さ

な
い
」
学
級
・
学
校
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
人
の
世
界
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
や
い
じ
め
が
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
社
会
は
大
人
社
会
を
映
し

出
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
大
人
自
身
が
お
互
い
の

人
権
を
認
め
合
い
、
命
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
、
い
じ
め
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「いじめ問題」と人権・同和教育
西条市教育委員会 東予分室№97

エイズ相談・検査のお知らせ 小松地区婦人会に感謝状が贈呈されました
　12月１日～７日は「愛媛エイズ予防週間」
です。西条保健所では、通常の検査時間（毎
週月曜日10時～11時）以外に、下記のとおり
無料・匿名検査および相談を実施します。
（予約不要）
　なお、エイズ血液検査結果は血液採取後、
約30分でお知らせします。追加・確認検査が
必要になった場合、結果は後日、お知らせし
ます。
　また当日は、クラミジア抗体検査も行いま
す。結果は後日、お知らせします。
日　時　12月３日㈪　10時～19時30分
場　所　東予地方局１階
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
　　　（内線319、検査時間中は内線331）

　障害のある人もない人も、家族や住み慣れ
た地域で支え合い、共に安心して安全に生活
が送ることができる環境を整えることが求め
られています。
　障害のある方々と接するときは、勇気を出
して「何かお手伝いできることはないでしょ
うか」の愛の一声運動を推進し、希望に沿っ
た温かい手を差し伸べましょう。
　また、家庭では、障害者、高齢者等の福祉
や人権問題について話し合い、それらの理解
を深めましょう。

12月３日㈪～９日㈰「障害者週間」 　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

■
個
人

○
砂
田
壽
江
（
三
津
屋
南
）

○
故
北
須
賀
隆
雄
（
三
津
屋
）

○
長
井
伸
友
（
国
安
）

○
村
上
直
之
（
三
芳
）

○
杉
原
俊
平
（
丹
原
町
北
田
野
）

■
各
種
団
体

○
生
活
文
化
若
者
塾

○
紅
葉
Ａ
Ｓ
Ｃ
第
８
回
歌
謡
祭

○
玉
津
小
学
校

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
西
中
ナ
イ
タ
ー
利
用
者
協
議
会

　ＪＲ四国から、伊予小松駅の美化活動を40年余り続け
てきた小松地区婦人会に対し、感謝状が贈呈されました。
　この活動は、地区役員が交代で、ホームや駅前にプラ
ンターを設置・管理したり、駅周辺を清掃したりするも
のです。
　プランターには四季折々の花が植えられ、駅を利用す
る人や特急列車の通過待ちで停車する乗客の目を楽しま
せています。
　10月15日には、早馬直樹・新
居浜駅長らが小松総合支所を訪
れ、三村眞理子会長らに感謝状
を贈呈。三村会長は「これから
も地元の駅を大切に守りたい」
と話していました。
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■行政相談
○12月４日㈫  13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○12月11日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○12月25日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○12月11日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○12月21日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○12月11日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○12月20日㈭　13時～17時　飯岡公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月～金曜日（祝日・年末年始除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は12月３日㈪～）
○12月12日㈬・26日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○12月19日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は13頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　12月11日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　12月12日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　12月13日㈭　10時～16時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■不動産無料相談
　12月８日㈯　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　12月10日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　12月19日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　12月20日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　12月26日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■人権問題に関する12時間電話相談
日時　12月４日㈫　９時～21時　　
電話番号　０１２０－４５９－７３７（携帯電話可）
内容　差別待遇、虐待、いじめなどの人権問題に関するあら
　　　ゆる相談に応じます。予約不要、無料、秘密厳守。
問合せ　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

■障害者相談支援センター相談会
日時　12月12日㈬　10時～12時
場所　丹原福祉センター
内容　障害者福祉に関する相談に応じます。
問合せ　西条市社会福祉協議会　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112

■東予若者サポートステーション出張相談会
日時　12月４日㈫・18日㈫　13時～17時（完全予約制）　　　　　場所　ハローワーク西条
対象　40歳未満で就業していない方、その家族の方　　　　　　　内容　心のケアから自立に必要なスキルアップまでサポート。
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181（月～水・金曜日：10時～18時　木曜日：11時30分～19時30分）
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■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。相談には助産師・保
育士・保健師・栄養士などの専門スタッフ
が応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
（身体計測コーナーあり）
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　12月３日㈪
○東予保健センター　12月10日㈪
○丹原保健センター　12月17日㈪
○小松保健センター　12月25日㈫

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・12月31日除く）

◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・12月31日除く）

◆精神保健相談（要予約）
　12月17日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）
　12月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■12月の献血
◆愛媛県東予地方局
　12月５日㈬　14時30分～16時30分
※骨髄バンク登録会を同時開催。
　（当日受付可）

◆フジグラン西条
　12月29日㈯　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、
　　　　丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

18日㈫

20日㈭

11日㈫

19日㈬

13日㈭

４日㈫

27日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年８月１日～
８月31日の出生児

平成24年８月１日～
９月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年５月１日～
５月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年11月１日～
11月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう

11日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

14日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

４日㈫　10：30～11：30　禎瑞公民館

３日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈮　９：30～11：00　石根公民館

　インフルエンザは、症状が重く感染力が強いので注意することが肝要です。また、肺炎を併発することが多く、死に至
ることもあります。インフルエンザの予防に効果的なのは、体力・気力さらにワクチンです。インフルエンザワクチンは、
個人差はありますが、一般的に接種後２週間で免疫効果を発揮し始め、持続期間は約５カ月間といわれています。重症化
を防止するため、子どもからお年寄りまで早めにワクチンを接種し、流行期を乗り切りましょう。

▼野菜を食べよう教室　12月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

丹原保健センター 15人12月20日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※１月は小松保健センターで実施の予定

▼食事のツボ講座　12月・１月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編

１月25日㈮

１月21日㈪

バランス編 受講時間

12月21日㈮

12月10日㈪

　10月に完了認定証を交付した方は次のとおりです。（敬称略）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○稲井智子（洲之内甲）
◆四国１周コース（940㎞）
○元根　功（氷見乙）　○梶　的賀（北条）　○小松　茂（小松町新屋敷）

　不活化ポリオワクチンについては、９月１日の接種開始時点では１期初回の３回目までが法定接種でしたが、有効性と
安全性が確認されましたので、10月23日から追加接種（４回目）についても法定接種となりました。
　これに伴い、不活化ポリオワクチンは追加接種を含む４回分すべてを公費負担で受けることができ、健康被害があった
場合も予防接種法に基づく救済が受けられるようになりました。

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター

■対象　食生活改善に関心のある方で、教室修了後も食生活改善
　推進員として公民館での活動に参加できる方。
　（受講経験者はご遠慮ください）
■開催場所（申込先）
　中央保健センター、東予保健センター
■定員　各30人（先着順）
■参加費　地区活動のみ実費
■申込期限　12月25日㈫

公民館での地区活動体験・調理実習　ほか
※日程は、後日連絡します。

開催日 時間場所 内容
10日㈭
17日㈭

７日㈭
６日㈬

30日㈬
31日㈭

東予

オリエンテーション
市民の健康状態と生活習慣病予防
食品衛生と食中毒予防ほか
食事のバランスと自分に合った
エネルギー量
調理実習①「献立の基本」

運動習慣をつけよう
調理実習②「ヘルシーバランス食」

間食を見直そう
調理実習③「生活習慣病予防食」

バランスを考えた献立の立て方
調理実習④「郷土料理」

９：30
　～12：00

９：30
　～13：00

９：30
　～13：00

９：30
　～13：00

中央

東予
中央

20日㈬
22日㈮

９：30
　～13：00東予

中央

東予
中央

25日㈮
24日㈭ 東予

中央

１月

１月

１月

２月

２月

３月

開催月

　平成24年度無料クーポン券をお持ちの方で、まだ
検診を受けていない方は、この機会にぜひ検診を受
けてください。
■対象（平成25年３月31日現在の年齢）
　○平成24年度無料クーポン券対象者
　○乳がん検診
　　：40歳以上の偶数年生まれの女性の方
　　　（検査方法：マンモグラフィー検査）
　○子宮頸がん検診：18歳以上の女性の方
　○大腸がん検診：30歳以上の方
■開催場所（申込先）・開催日
　○中央保健センター
　　１月24日㈭・31日㈭・２月２日㈯
　○東予保健センター
　　１月21日㈪・２月１日㈮・18日㈪
■受付時間
　８時30分～11時
　（子宮頸がん検診は、９時30分より診察）
■注意事項
　○本年度に既に受診された方は受診できません。
　○事前に必ず予約をしてください。
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■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。相談には助産師・保
育士・保健師・栄養士などの専門スタッフ
が応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
（身体計測コーナーあり）
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　12月３日㈪
○東予保健センター　12月10日㈪
○丹原保健センター　12月17日㈪
○小松保健センター　12月25日㈫

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・12月31日除く）

◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・12月31日除く）

◆精神保健相談（要予約）
　12月17日㈪　13時30分～15時30分

◆難病医療相談（要予約）
　12月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■12月の献血
◆愛媛県東予地方局
　12月５日㈬　14時30分～16時30分
※骨髄バンク登録会を同時開催。
　（当日受付可）

◆フジグラン西条
　12月29日㈯　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、
　　　　丹原：丹原保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

18日㈫

20日㈭

11日㈫

19日㈬

13日㈭

４日㈫

27日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年８月１日～
８月31日の出生児

平成24年８月１日～
９月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成23年５月１日～
５月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成21年11月１日～
11月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう

11日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

14日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

４日㈫　10：30～11：30　禎瑞公民館

３日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

14日㈮　９：30～11：00　石根公民館

　インフルエンザは、症状が重く感染力が強いので注意することが肝要です。また、肺炎を併発することが多く、死に至
ることもあります。インフルエンザの予防に効果的なのは、体力・気力さらにワクチンです。インフルエンザワクチンは、
個人差はありますが、一般的に接種後２週間で免疫効果を発揮し始め、持続期間は約５カ月間といわれています。重症化
を防止するため、子どもからお年寄りまで早めにワクチンを接種し、流行期を乗り切りましょう。

▼野菜を食べよう教室　12月の日程等　　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

丹原保健センター 15人12月20日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

※１月は小松保健センターで実施の予定

▼食事のツボ講座　12月・１月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編

１月25日㈮

１月21日㈪

バランス編 受講時間

12月21日㈮

12月10日㈪

　10月に完了認定証を交付した方は次のとおりです。（敬称略）
◆北海道１周コース（2,190㎞）
○稲井智子（洲之内甲）
◆四国１周コース（940㎞）
○元根　功（氷見乙）　○梶　的賀（北条）　○小松　茂（小松町新屋敷）

　不活化ポリオワクチンについては、９月１日の接種開始時点では１期初回の３回目までが法定接種でしたが、有効性と
安全性が確認されましたので、10月23日から追加接種（４回目）についても法定接種となりました。
　これに伴い、不活化ポリオワクチンは追加接種を含む４回分すべてを公費負担で受けることができ、健康被害があった
場合も予防接種法に基づく救済が受けられるようになりました。

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター

■対象　食生活改善に関心のある方で、教室修了後も食生活改善
　推進員として公民館での活動に参加できる方。
　（受講経験者はご遠慮ください）
■開催場所（申込先）
　中央保健センター、東予保健センター
■定員　各30人（先着順）
■参加費　地区活動のみ実費
■申込期限　12月25日㈫

公民館での地区活動体験・調理実習　ほか
※日程は、後日連絡します。

開催日 時間場所 内容
10日㈭
17日㈭

７日㈭
６日㈬

30日㈬
31日㈭

東予

オリエンテーション
市民の健康状態と生活習慣病予防
食品衛生と食中毒予防ほか
食事のバランスと自分に合った
エネルギー量
調理実習①「献立の基本」

運動習慣をつけよう
調理実習②「ヘルシーバランス食」

間食を見直そう
調理実習③「生活習慣病予防食」

バランスを考えた献立の立て方
調理実習④「郷土料理」

９：30
　～12：00

９：30
　～13：00

９：30
　～13：00

９：30
　～13：00

中央

東予
中央

20日㈬
22日㈮

９：30
　～13：00東予

中央

東予
中央

25日㈮
24日㈭ 東予

中央

１月

１月

１月

２月

２月

３月

開催月

　平成24年度無料クーポン券をお持ちの方で、まだ
検診を受けていない方は、この機会にぜひ検診を受
けてください。
■対象（平成25年３月31日現在の年齢）
　○平成24年度無料クーポン券対象者
　○乳がん検診
　　：40歳以上の偶数年生まれの女性の方
　　　（検査方法：マンモグラフィー検査）
　○子宮頸がん検診：18歳以上の女性の方
　○大腸がん検診：30歳以上の方
■開催場所（申込先）・開催日
　○中央保健センター
　　１月24日㈭・31日㈭・２月２日㈯
　○東予保健センター
　　１月21日㈪・２月１日㈮・18日㈪
■受付時間
　８時30分～11時
　（子宮頸がん検診は、９時30分より診察）
■注意事項
　○本年度に既に受診された方は受診できません。
　○事前に必ず予約をしてください。
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平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈯
３
㈪
４
㈫
５
㈬
６
㈭
７
㈮

12
㈬

11
㈫

10
㈪

８
㈯

13
㈭
14
㈮

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

19
㈬

18
㈫

17
㈪

15
㈯

20
㈭
21
㈮

28
㈮
29
㈯

日 外　　　科

27
㈭

26
㈬

25
㈫

22
㈯

日 外　　　科

１　受診時には保険証などの下記のものをできるだけ準備しましょう
　○保険証
　○各種受給者証（乳幼児医療受給者証や重度心身障害者医療費受給者証など）
　○老人手帳や糖尿病手帳など医療情報が記載されたもの
　○お薬手帳

２　待ち時間が長くなる可能性があります
　　当施設は限られたスタッフで運営をしております。インフルエンザ等流行時には待ち時間が長くなる可能性
　があることをあらかじめご了承ください。

３　できるだけ通常診療時間内に受診しましょう
　　当施設には、応急処置を行うための医療機器や医療材料、医薬品を置いていますが、基本的にはかかりつけ
　医などの医療機関における通常診療時間帯と同様の精密検査や十分な処置には対応しておりません。症状が軽
　く落ち着いている場合には、できるだけ通常診療時間内に受診するよう心がけましょう。

年末の当番病医院

30
㈰

30
㈰

９時から18時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

31
㈪

31
㈪

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

２
㈰
９
㈰
16
㈰

24
㈪

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科
23
㈰

■問合せ　総合福祉センター内　地域医療課　℡0897－52－1395　　西条市休日夜間急患センター　℡0897－52－2001（診療時間中）
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古
戦
場
の
史
跡
は
、
現
在
の
西

条
地
区
の
市
街
地
に
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
か
ら

少
し
西
に
進
ん
だ
所
、
ア
ー
ケ
ー

ド
商
店
街
に
入
る
四
つ
角
周
辺
も
、

そ
う
し
た
場
所
の
一
つ
で
す
。

　

か
つ
て
、
天
下
統
一
を
望
ん
だ

羽は
し
ば柴
（
後
に
豊と

よ
と
み臣
）
秀
吉
が
つ
い

に
四
国
へ
と
攻
め
込
ん
で
来
た
こ

ろ
、
そ
の
辺
り
は
徳
常
寺
の
境
内

で
し
た
。
時
に
天
正
13
（
１
５
８

５
）
年
７
月
中
旬
、
す
な
わ
ち
地

元
で
い
う
「
天
正
の
陣
」
が
勃
発

し
た
当
時
、
徳
常
寺
の
住
持
は
任に

ん

瑞ず
い

さ
ん
と
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
語
っ
た
と
お
り
こ
の

一
大
決
戦
は
、
東
予
地
方
の
武
将

や
家
来
衆
ば
か
り
で
は
な
く
、
地

元
住
民
す
べ
て
を
巻
き
込
ん
だ
総

力
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
こ
の
任
瑞
和
尚
さ
ん
、

大
変
な
怪
力
だ
っ
た
そ
う
で
、
い

ざ
敵
勢
が
攻
め
寄
せ
て
来
た
時
に

は
、
な
ん
と
お
寺
の
墓
地
に
駆
け

込
ん
で
踏
ん
張
る
や
、
次
々
と
墓

石
を
持
ち
上
げ
て
投
げ
つ
け
、
近

寄
る
者
も
な
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
禎
祥
寺
（
今

日
、
見
事
な
藤
の
花
で
知
ら
れ
る

観
音
堂
の
辺
り
に
あ
っ
た
）
の
住

持
・
林り

ん
ず
い瑞
和
尚
と
い
う
人
と
と
も

に
奮
戦
し
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐

な
く
両
寺
は
消
失
、
両
和
尚
も
相

次
い
で
戦
死
し
ま
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
任
瑞
さ
ん
の
死
を

悼
ん
だ
地
元
の
人
々
は
、
五
輪
塔

を
徳
常
寺
の
境
内
に
建
て
お
祀ま

つ

り

し
、
そ
し
て
現
在
に
至
っ
て
も
な

お
「
五
輪
さ
ん
」・「
な
ぎ
の
木
さ

ん
」
と
呼
ん
で
敬
愛
し
つ
つ
、
手

厚
い
供
養
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成24年10月末日現在
住民基本台帳登録数 (    )内は前月比

人　口　114,766 人   （＋32人）

　男　　  55,128 人   （＋20人）

　女　　  59,638 人   （＋12人）

世　帯　  49,476世帯（＋20世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　あっという間に12月。小さい頃は、
クリスマスにプレゼントをもらうのが
何より嬉しかった気がします。
　それが成長するにつれて、もらえる
のが当たり前で、自分の希望と異なっ
ていた場合など、機嫌が悪くなってし
まったりと…。プレゼントには色々な
「思い」が込められていることに気が
ついたのは、就職して、多くの方々と
つながりながら、仕事をするようにな
ってからのような気がします。
　この冬は「感謝」の思いを込め、身
近な人たちに何か贈ろうかな？　結局
思いだけになったりして…。（し）

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.88　キンクロハジロ（冬鳥）
　全長40㎝、金色の眼、黒い羽根に白い翼帯があることからこの
名前が付きました。雄は後頭にある冠毛と脇腹の白色が特徴的で
すが、雌は地味な黒褐色。よく水に潜り貝や水生昆虫、小魚をエ
サにしている「潜水ガモ」です。西条では少数派のカモですが、
黒瀬ダム湖、加茂川河口や丹原町の兼久池などで見られます。

「徳常寺遺蹟」と記された石碑の
　　向こうには西条図書館の姿が…

今
も
大
切
に
お
祀
り
さ
れ
続
け
て
い
る
五
輪
塔
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℡0897－53－5500

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【12月と年始の休館日】 毎週月曜日（24日開館）、25日㈫～27日㈭、29日㈯～１月３日㈭

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

12

土８

みどり保育園　生活発表会

日２

小ホール8：30 9：00

第９回西条市社会福祉大会

15 小ホール

無　料

2012　ピアノリレーコンサート

8：50

12 水 長友りえ氏による講演「長友家式子育て論」

12：30 13：00 大ホール 無　料 西条市社会福祉協議会 ℡0898－64－2600

総合文化会館 ℡0897－53－5500大ホール9：30 無　料
22 土

9：00土

大ホール

10：00

飯岡保育園　発表会 飯岡保育園 ℡0897－56－2381

小ホール17：00 18：00 無　料
（整理券必要） マニュライフ生命 ℡0897－55－6155

無　料 みどり保育園 ℡0897－55－2780

土15 週末よしもと爆笑ライブ in 西条 13：00 13：30 総合文化会館

℡0897－56－63481000円小ホール日16 ダンスパーティー 12：00 12：00 竹ダンス（若原）

〜 〜
24 月

℡0898－68－35559：30

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館12 2012　ピアノリレーコンサート　ピアノマラソン日 9：00 無　料大ホール９

【12月と年始の休館日】 毎週月曜日（24日開館）、25日㈫～27日㈭、29日㈯～１月３日㈭

吹奏楽クリニック 大ホール9：0015 土 9：3016 日 丹原文化会館 ℡0898－68－3555200円

完　売

N
o.97

11時開演　０歳からの公演「オペラデビューは０歳から!?」
14時開演　３歳からの公演「オペラってなぁに？」
　※11時は０歳から、14時は３歳から入場できます。

２/３ 日

入場料 全席指定 5775円
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット取扱所　総合・丹原文化会館ほか
チケット発売日　12月14日㈮９時～（両文化会館）

３/１ 18時30分開演
総合文化会館大ホール

金

３/１ 18時30分開演 
丹原文化会館大ホール

金

３/２ 13時30分開演 
総合文化会館大ホール

土

会　場　総合文化会館大ホール
　　　　※おむつ交換室・授乳室完備 
入場料　中学生以上 1500円 
　　　　０歳から小学生まで 500円　
チケット取扱所
　　　　　総合・丹原文化会館

　※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット取扱所　
　総合・丹原文化会館ほか
チケット発売日
　12月５日㈬９時～
　（両文化会館）

入場料　全席指定 前売：3800円（当日：4300円）

工藤志州さん
（ソプラノ、グレーテル役）
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